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Jean Cavaillès (1903-1944) est connu pour avoir été un épistémologue des 
mathématiques et un héros de la Résistance. Nous présentons ici un aspect moins 
familier de sa pensée : ses recherches, menées alors qu’il séjournait en Allemagne 
dans le cadre de la préparation de son doctorat de philosophie en 1930-1931, ont aussi 
porté sur l’histoire d’un mouvement de jeunesse datant de la fin du XIXe siècle. Les 
résultats ont été publiés à son retour en France dans cinq articles. Le premier est ici 
traduit. S’y dégagent cer tains traits communs entre son épistémologie et son 
investigation socio-historique de la pensée religieuse.
Nous espérons que cette traduction apportera une contribution à la connaissance de 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































r 1, 1998, p. 1-21
）、
タ
イ
ト
ル
の
変
更
や
テ
ク
ス
ト
の
異
動
が
見
ら
れ
る
。
亀
甲
括
弧
内
は
訳
者
に
よ
る
補
足
を
表
し
、
原
文
に
含
ま
れ
る
ド
イ
ツ
語
、
ラ
テ
ン
語
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
訳
註
に
記
載
し
た
が
、
省
略
し
た
も
の
も
あ
る
。
参
考
文
献
に
つ
い
て
も
、
事
典
の
類
は
逐
一
注
記
し
な
か
っ
た
。
な
お
算
用
数
字
は
原
註
を
、
小
文
字
の
ロ
ー
マ
数
字
は
訳
註
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
。ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
（Jean Cavaillès, 1903-1944
）
は
両
親
と
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
系
に
生
ま
れ
た
サ
ン
＝
メ
ク
サ
ン
出
身
の
数
理
哲
学
者
で
あ
り
、対
独
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
闘
士
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
高
等
師
範
学
校
に
入
学
、
数
理
哲
学
を
専
攻
し
て
、『
抽
象
集
合
論
の
形
成
に
つ
い
て
の
考
察
』、『
公
理
的
方
法
と
形
式
主
義 ̶
 
数
学
の
基
礎
の
問
題
に
つ
い
て
の
試
論
』
の
二
つ
で
博
士
号
を
取
得
、
一
九
三
八
年
に
出
版
し
た
。
前
者
は
集
合
論
、
後
者
は
数
学
基
礎
論
に
関
す
る
重
要
な
仕
事
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
数
学
の
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
を
今
な
お
代
表
す
る
著
作
と
言
っ
て
よ
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
当
初
は
従
軍
し
て
い
た
が
、
休
戦
協
定
後
は
ク
レ
ル
モ
ン
＝
フ
ェ
ラ
ン
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
「
南
部
解
放
」
を
組
織
し
、
教
師
兼
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
二
重
生
活
を
送
る
。
一
九
四
二
年
九
月
に
一
度
捕
ま
る
も
脱
走
、
そ
の
後
パ
リ
に
て
組
織
「
コ
オ
ー
ル
」
を
立
ち
上
げ
る
。
ロ
ン
ド
ン
に
行
き
、
ド
・
ゴ
ー
ル
率
い
る
「
自
由
フ
ラ
ン
ス
」
と
接
触
す
る
が
失
望
し
、
帰
仏
後
は
よ
り
過
激
な
活
動
へ
と
身
を
投
じ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
九
四
三
年
八
月
、
ド
イ
ツ
警
察
に
捕
ま
り
、
ア
ラ
ス
に
て
翌
年
一
月
、
名
を
明
か
さ
ぬ
ま
ま
銃
殺
さ
れ
た
。
彼
が
一
九
四
二
年
の
虜
囚
中
に
執
筆
し
た
遺
稿
『
論
理
学
と
学
知
の
理
論
に
つ
い
て
』
は
、
戦
後
フ
ラ
ン
ス
哲
学
の
出
発
点
を
告
げ
る
里
程
標
的
著
作
と
し
て
名
高
い
。
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
博
士
論
文
執
筆
の
た
め
に
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
奨
学
金
を
取
得
し
て
一
九
三
〇
－
三
一
年
度
、
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
た
。
彼
は
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
等
で
当
時
最
先
端
の
数
学
と
論
理
学
を
学
ぶ
と
共
に
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
講
義
に
出
席
し
、
フ
ッ
サ
ー
ル
と
の
個
人
的
な
面
会
も
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
が
ド
イ
ツ
で
吸
収
し
た
も
の
は
何
も
数
学
や
哲
学
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
彼
が
奨
学
金
を
取
得
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
を
研
究
す
る
と
い
う
テ
ー
マ
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
高
等
師
範
学
校
在
学
当
時
か
ら
雑
誌
『
信
と
生
』
な
ど
に
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
た
が
、彼
は
こ
の
宗
教
社
会
思
想
史
と
で
も
い
う
べ
き
領
域
に
お
い
て
も
、
熱
心
な
研
究
を
ド
イ
ツ
で
継
続
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
成
果
は
帰
仏
後
、
一
連
の
論
文
と
な
っ
て
結
実
す
る
。
す
な
わ
ち
一
九
三
二
年
の
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
本
論
文
）
と
「
ド
イ
ツ
と
ド
イ
ツ
国
議
会
」、
一
九
三
三
年
の
「
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
の
危
機
」、そ
し
て
一
九
三
四
年
の
「
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
内
部
の
抗
争
」
と
「
ド
イ
ツ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
危
機
」
の
五
本
で
あ
る
。
こ
こ
に
訳
出
し
た
論
文
は
一
連
の
仕
事
の
劈
頭
を
飾
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
後
の
基
調
を
定
め
た
も
の
で
も
あ
る
。彼
は
ま
ず
ド
イ
ツ
の
青
年
運
動
を
、
第
一
期
の
情
動
的
で
素
朴
な
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
第
二
期
の
綱
領
と
理
論
を
伴
う
組
織
の
成
立
（
ヴ
ィ
ネ
ケ
ン
の
自
由
ド
イ
ツ
な
ど
）、
第
三
期
の
第
一
次
大
二
二
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fo
rm
a
tio
n
 d
e
 la
 th
é
o
rie
 a
b
stra
ite
 d
e
s e
n
se
m
b
le
s [1
9
3
8
] d
a
n
s
 P
h
ilo
so
p
h
ie 
m
a
th
ém
a
tiq
u
e, P
aris, H
e
rm
an
n
, p
. 2
8
-2
9
.
） 
 x
x
x
iii　
（
独
）Ju
g
e
n
d
fü
h
ru
n
g
 
 x
x
x
iv　
原
文
中
で
は
丸
括
弧
は
閉
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、一
九
九
八
年
版
の
補
完
に
従
う
。 
 x
x
x
v　
ロ
マ
ー
ノ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
ー
ニ
（R
o
m
an
o
 G
u
ard
in
i, 1
8
8
5
-1
9
6
8
）
は
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
に
生
ま
れ
、
ド
イ
ツ
で
育
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
学
者
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
「
宗
教
哲
学
と
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
観
」
の
講
座
で
教
え
、
戦
後
も
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
青
年
運
動
の
指
導
と
典
礼
復
興
運
動
に
も
力
を
入
れ
、ロ
ー
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
の「
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
」の
精
神
的
支
柱
で
あ
っ
た
。
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
一
九
三
一
年
八
月
、
当
地
に
滞
在
し
、
グ
ア
ル
デ
ィ
ー
ニ
に
会
っ
て
い
る
。 
 x
x
x
vi　
（
羅
）Q
u
i h
a
b
ita
t in
 a
d
ju
to
rio
 A
ltis
s
im
i, in
 p
ro
te
c
tio
n
e
 D
e
i c
o
e
li 
co
m
m
o
rab
itu
r.　
詩
編
九
一
の
一
よ
り
。 
 x
x
x
vii　
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
の
叙
事
詩
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
（P
arzivâl
）』、
及
び
そ
れ
を
元
に
し
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
舞
台
神
聖
祝
典
劇『
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
』の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
者
は
、
少
年
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
が
騎
士
の
生
活
に
惹
か
れ
て
母
を
捨
て
て
世
に
出
、
過
失
を
重
ね
な
が
ら
も
宮
廷
騎
士
と
な
り
、
聖
杯
を
得
る
物
語
で
あ
る
。 
 x
x
x
viii　
（
仏
）p
aste
u
r fo
n
ctio
n
n
aire
 
 x
x
x
ix　
（
独
）O
ffe
n
se
in
 
 x
l　
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
（P
au
l T
illich
, 1
8
8
6
-1
9
6
5
）
は
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
。
ナ
チ
ス
批
判
に
よ
り
公
職
を
追
放
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
化
し
た
。
彼
は
批
判
力
・
文
化
形
成
力
と
し
て
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
論
を
展
開
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
人
間
の
実
存
的
状
況
か
ら
起
こ
る
問
い
と
相
関
さ
せ
る
方
法
を
考
案
し
て
、
神
学
と
哲
学
、
宗
教
と
文
化
、
存
在
と
実
存
等
の
相
関
関
係
を
扱
っ
た
大
著
『
組
織
神
学
』
（
一
九
五
一
－
六
三
）
な
ど
を
残
し
た
。 
 x
li　
（
独
）d
ie
 n
e
u
e
 S
ach
lich
k
e
it 
 x
lii　
「
民
族
的
観
察
者
」
を
意
味
す
る
ナ
チ
党
の
機
関
紙
で
、
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
発
行
さ
れ
た
。 
 x
liii　
本
論
文
の
最
初
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
ク
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
デ
ム
通
り
に
は
一
九
世
紀
末
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
文
化
の
醜
悪
さ
が
反
映
し
て
い
る
。 
 x
liv　
当
時
ド
イ
ツ
の
産
業
的
中
心
地
で
あ
っ
た
ル
ー
ル
地
方
を
、
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
が
一
九
二
三
年
に
占
領
し
た
事
件
の
こ
と
を
指
す
か
。
ド
イ
ツ
博
物
館
の
開
館
も
同
じ
頃
（
一
九
二
五
年
）
で
あ
る
。 
 x
lv　
（
仏
）re
sso
u
rce
s in
té
rie
u
re
s 
 x
lvi　
（
仏
）ru
p
tu
re　
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
に
よ
れ
ば
、
数
学
も
ま
た
跳
躍
や
断
絶
を
は
ら
み
な
が
ら
自
己
展
開
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。「〔
数
学
に
お
け
る
主
題
化
に
お
い
て
〕
問
題
な
の
は
先
行
す
る
作
用
を
、
断
絶
に
も
か
か
わ
ら
ず
延
長
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
作
用
を
定
立
す
る
こ
と
で
あ
る
〔
…
〕。」（Je
an
 C
availlè
s, S
u
r la
 logiq
u
e et la
 th
éorie d
e la
 
scien
ce [1
9
4
7
], P
aris, V
rin
, 1
9
9
7
, p
. 4
6
. 
邦
訳
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
『
論
理
学
と
学
知
の
理
論
に
つ
い
て
』
近
藤
和
敬
訳
、
月
曜
社
、
三
四
頁
。） 
 x
lvii　
（
仏
）cau
se
s in
trin
sè
q
u
e
s　
こ
の
箇
所
は
「
原
因
」
と
い
う
言
葉
を
除
き
、
概
念
の
内
的
紐
帯
を
重
視
す
る
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
の
数
理
哲
学
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。「
意
識
は
そ
の
度
ご
と
に
観
念
の
直
接
的
な
も
の
の
内
に
あ
り
、
観
念
の
内
で
失
わ
れ
、
観
念
と
共
に
消
え
去
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
意
識
が
他
の
意
識
（
こ
れ
は
意
識
の
他
の
契
機
と
呼
ば
れ
が
ち
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
）
と
結
び
付
く
の
は
、
そ
れ
ら
の
意
識
が
属
し
て
い
る
観
念
の
内
的
紐
帯
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。」（Je
an
 C
availlè
s, S
u
r la
 logiq
u
e et la
 
th
éorie d
e la
 scien
ce, op
. cit., p
. 9
0
. 
邦
訳
前
掲
書
六
七
頁
。）
訳
註x
x
x
ii
も
参
照
。 
 x
lviii　
対
独
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
活
動
を
率
い
る
こ
と
に
な
る
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
自
身
の
姿
と
重
な
る
箇
所
。
以
下
は
姉
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ェ
リ
エ
ー
ル
に
よ
る
評
伝
の
一
節
で
あ
る
。
「〔
過
激
な
活
動
に
身
を
投
じ
る
弟
を
諌
め
る
〕
私
に
彼
は
応
え
た
。『
多
分
姉
さ
ん
が
正
し
い
ん
だ
ろ
う
ね
。
で
も
ね
、
ご
存
知
の
通
り
、
そ
こ
に
危
険
が
あ
る
と
、
僕
は
そ
れ
を
他
の
人
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
。
危
険
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
リ
ー
ダ
ー
は
い
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
に
ね
、̶
 
彼
は
笑
い
な
が
ら
付
け
加
え
た
〔
…
〕̶
 
そ
れ
は
と
て
も
面
白
い
の
さ
！
』／
と
て
も
面
白
い
…
。
そ
れ
は
ま
さ
に
ジ
ャ
ン
の
性
格
の
一
つ
だ
っ
た
。
挑
戦
と
悲
劇
を
一
緒
に
し
て
し
ま
う
の
だ
。
あ
る
意
味
で
は
、
彼
は
『
賢
く
』
な
ん
て
な
か
っ
た
。
彼
は
人
生
を
愛
し
、
良
い
ワ
イ
ン
を
、
旅
を
、
と
き
に
は
贅
沢
と
華
美
を
愛
し
た
。〔
…
〕
そ
し
て
こ
れ
ら
の
ど
れ
よ
り
も
、
彼
は
危
険
を
愛
し
た
。
子
供
の
と
き
屋
根
か
ら
飛
び
降
り
た
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
両
親
を
怖
が
ら
せ
た
こ
と
か
…
。
山
を
登
攀
し
、
馬
を
操
っ
て
、
大
し
た
乗
り
手
で
も
な
い
の
に
、
プ
ロ
で
さ
え
恐
怖
を
抱
く
よ
う
な
障
害
へ
と
向
か
っ
て
行
っ
た
。」（F
e
rriè
re
s, Jea
n
 C
a
va
illès, op
. cit., p
. 2
1
7
.
） 
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
二
一
― 82 ―
義
の
用
語
を
用
い
て
神
秘
体
験
を
論
じ
、
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
の
代
表
的
人
物
と
さ
れ
る
。 
 x
ix　
青
年
民
族
同
士
団
：（
独
）Ju
n
g
n
atio
n
ale
n
、
青
年
ド
イ
ツ
騎
士
団
：（
独
）
Ju
n
g
d
e
u
tsch
e
n
 O
rd
e
n
 
 x
x　
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
（Ju
an
 d
e
 la C
ru
z, 1
5
4
2
-1
5
9
1
）
は
ス
ペ
イ
ン
の
神
秘
思
想
家
。
観
想
生
活
を
旨
と
す
る
カ
ル
メ
ル
会
に
入
会
、
そ
こ
で
ア
ビ
ラ
の
テ
レ
ジ
ア
と
出
会
い
、
男
子
カ
ル
メ
ル
会
改
革
の
中
心
人
物
の
一
人
と
な
る
。
人
間
の
魂
が
神
と
の
合
一
に
向
け
て
辿
る
過
程
を
入
念
に
叙
述
・
分
析
し
た
『
カ
ル
メ
ル
山
登
攀
』
や
『
暗
夜
』
な
ど
を
残
す（
鶴
岡
賀
雄『
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
研
究
』、創
文
社
、二
〇
〇
〇
年
を
参
照
）。
な
お
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
高
等
師
範
学
校
時
代
に
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
（G
ab
rie
lle
 
F
e
rriè
re
s, Jea
n
 C
a
va
illès. U
n
 p
h
ilosop
h
e d
a
n
s la
 gu
erre 1
9
0
3
-1
9
4
4
 [1
9
5
0
], P
aris, 
F
é
lin
, 2
0
0
3
, p
. 5
5
）。 
 x
x
i　
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ベ
リ
ュ
ル
（P
ie
rre
 d
e
 B
é
ru
lle
, 1
5
7
5
-1
6
2
9
）
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
ク
レ
ル
モ
ン
学
院
で
学
び
つ
つ
も
、
フ
ラ
マ
ン
神
秘
主
義
も
受
容
し
た
神
学
者
。「
献
身
の
神
秘
主
義
」
か
ら
出
発
し
た
彼
は
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
を
背
景
と
す
る
こ
の
神
秘
主
義
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ル
メ
ル
修
道
会
を
経
由
し
た
、
キ
リ
ス
ト
に
対
す
る
信
仰
と
の
融
和
を
試
み
た
（
国
府
田
武
「
反
宗
教
改
革
と
フ
ラ
マ
ン
神
秘
主
義 ̶
 
ピ
エ
ー
ル
・
ド
・
ベ
リ
ュ
ル
を
中
心
に ̶
」、『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要
文
化
学
編
』、
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
七
七
年
、
三
九
－
五
六
頁
を
参
照
）。 
 x
x
ii　
オ
イ
ゲ
ン
・
デ
ィ
ー
デ
リ
ヒ
ス
（E
u
g
e
n
 D
ie
d
e
rich
s, 1
8
6
7
-1
9
3
0
）
が
設
立
し
た
出
版
者
。
彼
は
ホ
ー
エ
ン
・
マ
イ
ス
ナ
ー
で
の
集
会
に
加
わ
っ
た
「
ゼ
ラ
・
ク
ラ
イ
ス
」
と
い
う
民
族
主
義
的
な
団
体
の
主
宰
者
で
も
あ
っ
た
（
ラ
カ
ー
『
ド
イ
ツ
青
年
運
動
』、
前
掲
書
、
五
四
頁
）。 
 x
x
iii　
 
い
わ
ゆ
る
「
領
邦
教
会
制
」
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
帝
国
で
は
、
教
会
は
公
法
上
の
宗
教
団
体
と
さ
れ
た
も
の
の
国
家
に
よ
る
監
督
に
服
し
て
い
た
が
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
憲
法
に
お
い
て
、「
国
の
教
会
は
存
在
し
な
い
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
但
し
キ
リ
ス
ト
教
の
特
権
的
地
位
（
例
え
ば
教
会
税
を
徴
収
す
る
権
能
）
は
引
き
続
き
保
証
さ
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
政
教
体
制
は
政
教
分
離
と
い
う
よ
り
も
、
国
家
と
教
会
の
「
同
格
」
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
（
山
本
和
弘
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
家
の
宗
教
的
中
立
性
の
構
造 
̶
 
憲
法
上
の
規
範
的
根
拠
と
解
釈
学
上
の
効
力 ̶
」、『
早
稲
田
法
学
会
誌
』、
六
八 （
二
）、
二
〇
一
八
、三
九
七
－
四
五
二
頁
を
参
照
）。 
 x
x
iv　
ア
ド
ル
フ
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
（A
d
o
lf vo
n
 H
arn
ack
, 1
8
5
1
-1
9
3
0
）
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
を
務
め
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
。『
教
理
史
教
本
』（
一
八
八
五
－
七
）
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
教
理
の
成
立
を
福
音
が
ギ
リ
シ
ア
化
し
て
い
く
過
程
と
し
て
捉
え
、
ま
た
代
表
作
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』（
一
九
〇
〇
）
で
は
、
パ
ウ
ロ
を
含
む
後
代
の
二
次
的
な
産
物
か
ら
区
別
さ
れ
る
べ
き
イ
エ
ス
の
純
粋
な
福
音
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 
 x
x
v　
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
（K
arl B
arth
, 1
8
8
6
-1
9
6
8
）
は
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
者
の
一
人
。
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
に
生
ま
れ
、
宗
教
社
会
主
義
の
影
響
を
受
け
る
も
次
第
に
そ
こ
か
ら
離
れ
、
一
九
一
九
年
に
『
ロ
ー
マ
書
』
を
刊
行
、
こ
こ
か
ら
、
〈
神
と
人
間
の
絶
対
的
な
質
的
差
異
〉
や
信
仰
の
逆
説
性
に
基
づ
く
「
弁
証
法
神
学
」
を
展
開
し
て
い
っ
た
。 
 x
x
vi　
（
独
）d
e
u
te
n
 
 x
x
vii　
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ン
（F
rie
d
rich
 G
o
g
arte
n
, 1
8
8
7
-1
9
6
7
）
は
、
も
と
も
と
ト
レ
ル
チ
の
も
と
で
学
ん
で
い
た
が
、
の
ち
弁
証
法
神
学
者
と
し
て
バ
ル
ト
と
共
闘
し
た
神
学
者
。
一
九
三
三
年
に
バ
ル
ト
と
決
別
、
第
二
次
大
戦
後
は
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
関
心
を
も
ち
、
実
存
主
義
神
学
を
展
開
し
た
。 
 x
x
viii　
（
独
）N
o
t 
 x
x
ix　
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
（R
u
d
o
lf S
te
in
e
r, 1
8
6
1
-1
9
2
5
）
は
人
智
学
の
提
唱
者
。
物
質
文
明
が
発
達
し
た
時
代
に
お
い
て
、
人
間
の
う
ち
に
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
高
次
の
認
識
能
力
を
開
発
し
、
個
人
の
自
己
実
現
と
社
会
の
進
歩
に
役
立
つ
方
法
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
。 
 x
x
x　
（
独
）B
u
n
d
 d
e
r d
e
u
tsch
e
n
 Ju
g
e
n
d
ve
re
in
e
 
 x
x
x
i　
ヤ
コ
ブ
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
ウ
ア
ー
（Jak
o
b
 W
ilh
e
lm
 H
au
e
r, 1
8
8
1
-1
9
6
2
）
は
ケ
ン
ゲ
ナ
ー
同
盟
や
青
年
運
動
の
中
で
も
最
大
規
模
の
同
盟
「
義
勇
軍
」
に
参
加
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
信
仰
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
な
っ
た
（
ラ
カ
ー
『
ド
イ
ツ
青
年
運
動
』、
前
掲
書
参
照
）。 
 x
x
x
ii　
（
仏
）raiso
n
s in
trin
sè
q
u
e
s　
こ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
概
念
の
内
的
連
鎖
を
軸
と
し
た
数
学
や
学
知
の
予
見
不
可
能
か
つ
自
律
的
な
生
成
を
主
張
す
る
、
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
自
身
の
数
理
哲
学
と
通
底
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。「
換
言
す
れ
ば
、
数
学
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
、
数
学
的
生
成
の
客
観
性
が
存
在
す
る
。
問
題
の
要
求
こ
そ
が
、
い
か
な
る
反
省
も
〔
そ
れ
ま
で
〕
無
益
と
感
じ
て
こ
な
か
っ
た
偶
発
的
な
も
の
を
、
方
法
か
ら
取
り
除
く
の
で
あ
る
。〔
…
〕
連
鎖
が
そ
こ
に
由
来
す
る
中
心
的
直
観
に
お
い
て
内
的
統
一
性
を
覚
知
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
現
象
の
内
的
記
述
に
よ
っ
て
方
法
論
的
に
こ
の
統
一
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。」（Je
an
 C
availlè
s, R
em
a
rq
u
es su
r la
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﹇
訳
註
﹈
 i　
（
独
）Ju
g
e
n
d
b
e
w
e
g
u
n
g
 
 ii　
「
渡
り
鳥
」
を
文
字
通
り
に
は
意
味
す
る
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
（W
an
d
e
r
vo
g
e
l
）
と
は
、
あ
ち
こ
ち
を
遍
歴
す
る
徒
歩
旅
行
に
よ
っ
て
身
体
を
鍛
え
る
と
共
に
、
素
朴
で
簡
素
な
生
活
を
通
じ
て
精
神
を
養
お
う
と
す
る
青
年
運
動
。
次
の
段
落
で
出
て
く
る
、フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
活
動
が
そ
の
出
発
点
と
さ
れ
る
。 
 iii　
（
独
）S
ch
w
u
n
g
 
 iv　
 
表
記 « S
tre
litz » 
に
従
っ
て
訳
し
た
が
、« S
te
g
litz
〔
シ
ュ
テ
ー
グ
リ
ッ
ツ
〕» 
の
誤
記
と
思
わ
れ
る
。 
 v　
W
alte
r F
le
x
, D
er W
a
n
d
erer zw
isch
en
 beid
en
 W
elten
, 1
9
1
6
. 
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は 
« W
an
d
e
re
r » 
を « V
o
y
ag
e
u
r
〔
旅
人
、
探
検
家
〕» 
と
訳
し
て
い
る
。 
 vi　
 
（
仏
）in
té
rie
u
r　
次
の
引
用
後
に
出
て
く
る
「
内
面
の
」
も
同
じ
語
。
以
下
、「
精
神
（
的
）」
と
い
う
形
容
詞
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
、
ル
ビ
で
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
」
と
あ
る
も
の
以
外
、
す
べ
て
元
は
こ
の
語
で
あ
る
。 
 vii　
（
仏
）ê
tre
 p
u
r　
« p
u
r d
e
 ~
 » 
で
「
〜
を
欠
く
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
注
意
。 
 viii　
（
独
）B
e
re
itsch
aft 
 ix　
（
独
）W
e
ltan
sch
au
u
n
g
e
n　
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
語
が
学
術
用
語
と
し
て
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ゴ
ン
ペ
ル
ツ
の
『
世
界
観
学
』
（
一
九
〇
五
－
八
）、
晩
年
の
デ
ィ
ル
タ
イ
の
論
文
「
世
界
観
学
の
類
型
と
形
而
上
学
的
体
系
に
お
け
る
そ
の
形
成
」（
一
九
一
一
）
な
ど
。 
 x　
ヴ
ィ
ネ
ケ
ン
（G
u
stav A
d
o
lf W
y
n
e
k
e
n
, 1
8
7
5
-1
9
6
4
）
は
、「
青
年
文
化
」
を
中
心
的
理
念
と
し
て
活
動
し
た
教
師
。
一
九
〇
六
年
に
ヴ
ィ
ッ
ケ
ル
ス
ド
ル
フ
に
「
自
由
学
校
共
同
体
」
を
創
設
、
自
由
ド
イ
ツ
（F
re
id
e
u
tsch
e
）
結
成
に
も
積
極
的
に
参
与
す
る
な
ど
青
年
運
動
を
牽
引
し
、
ホ
ー
エ
ン
・
マ
イ
ス
ナ
ー
の
集
会
で
は
、
結
果
を
総
括
す
る
挨
拶
を
お
こ
な
っ
た
（
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ラ
カ
ー
『
ド
イ
ツ
青
年
運
動 ̶
 
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
か
ら
ナ
チ
ズ
ム
へ
』
西
村
稔
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
八
五
年
を
参
照
）。 
 x
i　
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
年
長
メ
ン
バ
ー
を
統
合
す
る
組
織
「
自
由
ド
イ
ツ
青
年
団
」
を
作
る
目
的
で
開
か
れ
た
集
会
。
こ
れ
は
、
既
に
ド
イ
ツ
中
に
広
ま
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ス
イ
ス
で
も
定
着
し
た
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
組
織
を
つ
な
ぐ
統
一
体
を
形
成
す
べ
き
、
と
い
う
議
論
を
背
景
と
し
て
い
た
が
、
統
一
体
は
結
局
作
ら
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
（
ラ
カ
ー
『
ド
イ
ツ
青
年
運
動
』、
前
掲
書
、
五
二
－
六
〇
頁
を
参
照
）。 
 x
ii　
 A
rth
u
r B
o
n
u
s, Z
u
r G
erm
a
n
isieru
n
g d
es C
h
risten
tu
m
s, Je
n
a, 1
9
1
1
. 
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
は
原
題
で
引
い
て
い
る
。
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ボ
ー
ヌ
ス
（1
8
6
4
-1
9
4
1
）
は
デ
ィ
ー
デ
リ
ヒ
ス
出
版
社
の
主
要
作
家
と
な
っ
た
牧
師
。「
神
話
」
と
み
な
す
こ
と
で
キ
リ
ス
ト
教
が
ゲ
ル
マ
ン
化
さ
れ
う
る
と
考
え
、
当
時
の
ル
タ
ー
派
教
会
の
堕
落
を
主
張
、
あ
わ
せ
て
ユ
ダ
ヤ
教
徒
へ
の
排
他
的
な
発
言
を
お
こ
な
っ
た
（
斎
藤
正
樹
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
ゲ
ル
マ
ン
化
に
つ
い
て
－
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ボ
ー
ヌ
ス
（A
rth
u
r B
o
n
u
s
）
の
思
想
に
着
目
し
て
」、『
史
観
』、
一
六
六
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
五
－
一
五
六
頁
を
参
照
）。 
 x
iii　
北
欧
神
話
に
出
て
く
る
、「
世
界
樹
」
と
も
呼
ば
れ
る
ト
ネ
リ
コ
の
巨
木
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
の
前
後
に
出
て
く
る
「
イ
ル
ミ
ン
」
及
び
「
イ
ル
ミ
ン
の
ア
ー
チ
」
と
は
、
ザ
ク
セ
ン
人
が
同
様
に
崇
拝
し
て
い
た
と
さ
れ
る
世
界
樹
「
イ
ル
ミ
ン
の
柱
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 
 x
iv　
 
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー
（W
ilh
e
lm
 S
ch
äfe
r, 1
8
6
8
-1
9
5
2
）
は
自
然
主
義
か
ら
出
発
し
た
作
家
。
郷
土
愛
が
高
じ
、次
第
に
民
族
主
義
的
傾
向
を
帯
び
て
い
っ
た（
一
九
二
二
年
の『
ド
イ
ツ
魂
の
一
三
の
書
』
な
ど
）。
逸
話
集
の
評
価
が
高
く
、
一
九
四
一
年
に
ゲ
ー
テ
賞
を
受
賞
。 
 x
v　
（
独
）G
re
ife
n
rin
g　
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
登
場
し
た
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
グ
ル
ー
プ
（
ラ
カ
ー
『
ド
イ
ツ
青
年
運
動
』、
前
掲
書
、
一
一
〇
頁
参
照
）。 
 x
vi　
オ
ト
ガ
ー
・
グ
レ
フ
（O
tg
e
r G
räff
）
は
青
年
運
動
に
お
け
る
右
翼
過
激
派
の
代
表
的
人
物
。
ド
イ
ツ
語
を
あ
ら
ゆ
る
外
国
の
影
響
か
ら
浄
化
す
る
こ
と
や
ユ
ダ
ヤ
的
資
本
主
義
の
排
撃
を
主
張
、
ヒ
ト
ラ
ー
青
年
団
に
も
影
響
を
与
え
た
（
ラ
カ
ー
『
ド
イ
ツ
青
年
運
動
』、
前
掲
書
参
照
）。 
 x
vii　
エ
ー
リ
ヒ
・
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
（E
rich
 L
u
d
e
n
d
o
rff, 1
8
6
5
-1
9
3
7
）
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
い
て
ド
イ
ツ
帝
国
陸
軍
主
計
総
監
を
務
め
た
軍
人
。
大
戦
後
の
い
わ
ゆ
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
一
揆
の
中
心
人
物
の
一
人
で
も
あ
る
。
彼
の
作
っ
た
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
同
盟
は
、
ユ
ダ
ヤ
、
フ
リ
ー
メ
イ
ソ
ン
、
イ
エ
ズ
ス
会
等
の
超
国
家
的
な
力
を
攻
撃
す
る
文
書
を
発
行
し
た
。 
 x
viii　
ヘ
ー
リ
ア
ン
ト
は
古
低
地
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
ゲ
ル
マ
ン
英
雄
叙
事
詩
を
継
承
し
た
キ
リ
ス
ト
伝
。
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
（W
o
lfram
 vo
n
 E
sch
e
n
b
ach
, 1
1
6
0
/
8
0
-1
2
2
0
）
は
『
パ
ル
チ
ヴ
ァ
ー
ル
』
で
知
ら
れ
る
ド
イ
ツ
中
世
盛
期
の
代
表
的
な
宮
廷
詩
人
。「
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
」
の
名
で
知
ら
れ
る
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（Jo
h
an
n
e
s E
ck
h
art, 1
2
6
0
-
1
3
2
8
）
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
ト
マ
ス
の
思
想
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
一
九
― 84 ―
だ
り
と
い
っ
た
内
的
な
原
因 xlviiな
し
に
全
体
を
丸
ご
と
変
え
は
し
な
い ̶
、
敬
意
を
欠
い
た
一
見
あ
ま
り
に
子
供
じ
み
た
態
度
（
子
供
は
何
も
の
に
も
依
拠
せ
ず
、
自
ら
危
険
を
冒
す
が
ゆ
え
に
全
て
を
転
覆
し
よ
う
と
す
る xlviii）
は
、
献
身
と
内
的
な
豊
か
さ
と
い
う
青
年
運
動
の
別
の
ア
ス
ペ
ク
ト
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
に
破
壊
す
る
権
利
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
目
か
ら
す
る
と
、
自
分
た
ち
の
生
に
関
わ
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
生
は
彼
ら
に
と
っ
て
は
文
化
〔
教
養
〕
の
源
、
つ
ま
り
置
き
換
わ
り
う
る
者
た
ち
の
過
剰
さ
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
証
拠
は
、
不
幸
に
も
御
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
れ
ら
集
団
の
、
確
証
す
る
の
が
困
難
な
真
率
さ
の
内
に
あ
る
。
ど
ん
な
学
も
、
そ
の
開
始
時
に
お
い
て
は
真
な
る
も
の
が
逃
げ
出
す
こ
と
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
学
の
開
始
時
に
与
え
ら
れ
る
勇
気
が
、
こ
う
し
た
真
率
さ
の
内
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
集
団
を
現
在
の
相
に
お
い
て
説
明
す
る
た
め
に
は
、
過
去
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
と
き
過
去
は
、
集
団
が
曖
昧
な
仕
方
で
し
か
予
期
し
て
い
な
い
も
の
を
、
集
団
の
内
に
想
定
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
こ
で
想
定
さ
れ
る
も
の
と
は
、
集
団
が
自
ら
を
縛
っ
て
い
る
枷
を
い
つ
の
日
か
お
そ
ら
く
は
解
き
放
つ
よ
う
な
、
さ
ら
に
根
本
的
な
価
値
の
探
究
な
の
で
あ
る
。
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
故
に
、
事
物
と
一
体
化
し
て
全
面
的
に
再
開
す
る
可
能
性
の
こ
と
で
あ
る
。
青
年
は
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、そ
の
歴
史
の
重
み
は
残
る
。
そ
れ
も
、
出
直
し
と
解
放
と
い
う
素
材
に
対
し
て
残
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
「
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
」
か
ら
の
離
脱
、
た
だ
一
人
で
行
動
す
る
こ
と
へ
の
配
慮
に
対
し
て
残
る
の
で
あ
る
。
外
か
ら
見
る
人
を
戸
惑
わ
せ
る
よ
う
な
見
か
け
上
の
粗
暴
さ
は
こ
こ
か
ら
出
て
く
る
。
過
去
の
価
値
、
文
化
的
な
豊
か
さ
、
西
洋
的
な
秩
序
、
こ
う
い
っ
た
何
も
の
も
彼
ら
の
目
に
は
敬
う
べ
き
も
の
と
見
え
な
い
の
だ
。
そ
こ
で
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
よ
う
に
、
年
を
重
ね
た
人
は
驚
く
こ
と
に
な
る
。「
だ
が
残
念
な
こ
と
に
、
君
た
ち
は
す
べ
て
を
破
壊
し
よ
う
と
し
て
い
る
！
」
彼
ら
は
、
十
年
前
の
「
明
る
い
瞳
を
も
っ
た
若
者
た
ち
」
と
の
結
び
付
き
を
見
よ
う
と
し
な
い
。
ま
た
、
彼
ら
が
賞
賛
し
て
い
た
の
が
、
断
絶 xlvi
の
本
当
の
責
任
者
た
る
自
分
た
ち
自
身
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
見
よ
う
と
し
な
い
。
人
間
性
と
い
う
意
味
で
の
人
間
に
対
す
る
こ
の
無
関
心
に
よ
っ
て
、
ま
た
〈
他
者
〉
や
事
物
の
刺
激
的
な
冷
た
さ ̶
 
事
物
と
は
目
覚
め
さ
せ
て
救
う
、
唯
一
つ
の
堅
固
な
抵
抗
で
あ
る ̶
 
を
探
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
精
神
の
現
在
の
成
り
行
き
を
、
過
激
な
青
年
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
年
上
の
人
に
抗
す
る
人
も
過
激
派
の
リ
ー
ダ
ー
も
、
彼
ら
に
対
す
る
思
い
違
い
を
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
偶
発
的
な
危
機
が
、粗
雑
な
大
衆
化
へ
と
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。〔
青
年
運
動
の
〕
生
は
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
連
続
性
を
伴
っ
た
ま
ま
、
な
お
下
に
残
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
連
続
性
が
本
当
に
存
在
す
る
の
な
ら
ば
、
そ
し
て
過
激
な
行
動
の
広
が
り
が
連
続
性
の
存
在
を
信
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
な
ら
ば ̶
 
青
年
は
、
自
分
が
青
年
で
あ
る
と
い
う
感
情
を
も
っ
た
り
、
さ
ら
に
は
青
年
の
遺
産
を
受
け
継
い
一
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も
は
や
哲
学
的
な
不
安
で
は
な
く
行
動
的
安
全
、
す
な
わ
ち
停
止
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
確
固
と
し
た
人
間
」
な
の
だ
。「
冷
た
く
簡
素
な
自
分
の
存
在
に
親
し
い
部
屋
の
中
で
、
私
は
至
高
の
存
在
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
も
象
徴
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
。」
打
ち
砕
か
れ
た
人
間
的
本
性
に
つ
い
て
、
日
々
経
験
さ
れ
る
堕
落
に
つ
い
て
、
こ
の
人
間
に
話
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。
話
し
て
も
驚
き
と
憐
れ
み
し
か
呼
び
起
こ
さ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
者
は
世
の
中
を
知
っ
て
い
る
し
、師
は
彼
に
〈
無
〉、〈
配
慮
〉、
〈
不
安
〉
と
い
う
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
よ
る
人
間
的
三
つ
組
を
示
す
の
だ
。
彼
は
こ
の
こ
と
を
、
存
在
す
る
事
象
〔
事
物
〕
と
し
て
受
け
入
れ
、
ま
た
彼
は
そ
の
事
象
に
関
し
て
存
在
す
る
。「
彼
は
現
実
に
つ
い
て
然
り
と
い
う
者
で
あ
り
、
現
実
の
近
く
に
身
を
置
く
者
で
あ
る
。」
さ
ら
に
、
拵
え
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
法
則
に
、
ま
た
現
実
と
関
わ
ら
な
い
あ
る
あ
ら
ゆ
る
要
求
に
、
意
識
的
で
あ
れ
そ
う
で
な
い
仕
方
で
あ
れ
、
身
を
背
け
る
者
で
も
あ
る
。
こ
の
人
間
は
勇
士
で
は
な
い
。
理
想
も
も
た
ず
、
ス
タ
イ
ル
に
も
捕
わ
れ
な
い
。
彼
は
恐
れ
を
知
ら
な
い
の
で
あ
り
、〈
存
在
〉
の
内
で
現
に
あ
る
の
で
あ
る
。
夢
想
す
る
こ
と
も
逃
げ
る
こ
と
も
な
く
、
彼
は
己
の
運
命
を
知
り
、
定
め
ら
れ
た
場
所
に
身
を
置
き
、
闘
う
の
だ
。
こ
の
人
間
は
エ
ゴ
イ
ス
ト
で
は
な
い
。
他
者
に
対
す
る
慈
悲
も
も
た
な
け
れ
ば
、
自
分
を
慢
心
す
る
こ
と
も
な
く
、
自
分
の
身
の
置
き
場
所
を
正
確
に
知
っ
て
い
る
。
だ
が
厳
し
い
一
種
の
仲
間
意
識
や
、
隣
り
合
っ
て
仕
事
を
お
こ
な
う
連
帯
と
い
っ
た
こ
と
が
、
お
そ
ら
く
は
最
も
確
実
な
絆
に
よ
っ
て
彼
を
他
者
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
こ
の
人
間
は
沈
黙
す
る
。
現
在
の
人
間
の
定
義
、
そ
れ
は
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
言
う
と
こ
ろ
の
「
形
而
上
学
的
な
軽
快
さ
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
考
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
気
を
紛
ら
わ
す
よ
う
な
表
面
的
な
軽
さ
で
は
な
く
、
己
を
位
置
付
け
て
仕
事
を
遂
行
す
る
よ
う
な
存
在
の
軽
さ
で
あ
る
。
彼
自
身
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
向
こ
う
側
に
は
何
も
な
い
か
ら
こ
そ
軽
い
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
神
な
し
に
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
信
仰
な
し
に
、
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
信
仰
は
全
体
の
内
で
生
き
る
者
の
、
そ
し
て
「
時
間
が
、
己
の
一
定
し
た
歩
み
に
お
い
て
諸
々
の
時
間
を
通
過
す
る
こ
と
で
、
己
と
共
に
到
来
す
る
」（Buiding
）
こ
と
を
見
、
触
れ
る
者
の
信
仰
で
あ
る
。
以
上
が
、
駆
け
足
で
描
き
出
さ
れ
た
〔
現
在
の
人
間
の
〕
肖
像
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
、全
体
と
し
て
は
あ
る
種
の
エ
リ
ー
ト
に
の
み
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
肖
像
は
粗
野
と
献
身
、
金
銭
へ
の
関
心
と
純
粋
さ
と
い
う
幾
つ
か
の
矛
盾
を
説
明
し
て
い
る
。
他
者
を
立
ち
上
が
ら
せ
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
若
者
の
間
に
し
ば
し
ば
実
際
に
見
ら
れ
る
、
無
言
で
少
し
ば
か
り
険
し
い
顔
つ
き
を
、
最
近
の
閲
兵
式
や
投
票
と
調
和
さ
せ
る
た
め
に
、
青
年
運
動
が
必
要
な
の
だ
。
世
代
を
機
械
的
に
対
立
さ
せ
る
の
は
、
ど
こ
に
お
い
て
も
あ
ま
り
に
単
純
な
作
業
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、根
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
人
間
と
い
う
素
材
に
対
し
て
、
成
熟
す
る
頃
に
働
き
か
け
る
多
様
な
環
境
が
魂
を
加
工
す
る
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
際
本
質
的
な
近
し
さ
は
日
付
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
だ
、
と
み
な
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
が
戦
後
ド
イ
ツ
の
場
合
、こ
の
よ
う
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
決
定
的
な
点
に
対
し
て
人
間
的
伝
統
の
貢
献
を
見
誤
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
貢
献
と
は
、
二
五
年
の
間
、
青
年
は
自
己
を
定
め
、
生
き
よ
う
と
し
て
き
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
外
部
か
ら
の
決
定
論
や
環
境
に
対
し
て
で
は
な
く
、
ま
た
展
覧
会
と
ク
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
デ
ム
通
り xliiiの
も
つ
同
時
代
性
と
対
立
す
る
よ
う
な
、
ド
イ
ツ
博
物
館
や
ル
ー
ル
地
方 xlivと
同
時
代
的
な
も
の
と
し
て
で
も
な
く
、
自
分
自
身
の
内
的
資
源 xlvに
よ
っ
て
な
の
だ
、と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
内
的
資
源
と
は
、
青
年
が
己
の
本
質
に
素
朴
に
割
り
当
て
る
永
遠
的
価
値
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
一
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と
で
あ
る
。
国
家
社
会
主
義
に
投
票
す
る
何
百
万
と
い
う
人
は
、『
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ャ
ー
・
ベ
オ
バ
ハ
タ
ー
』 xliiを
毎
日
読
み
は
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
学
問
的
に
は
幼
稚
な
学
説
を
取
り
入
れ
る
。
そ
も
そ
も
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
中
に
、
対
立
す
る
特
徴
が
あ
る
の
だ
。
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
し
て
懐
疑
主
義
を
、
過
激
な
党
の
も
つ
ロ
マ
ン
主
義
と
結
び
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
共
産
主
義
者
に
も
ナ
チ
ス
党
員
に
も
メ
シ
ア
ニ
ス
ム
が
、
つ
ま
り
階
級
の
な
い
社
会
、
あ
る
い
は
第
三
帝
国
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
革
命
へ
の
期
待
が
あ
り
、
任
務
が
絶
対
的
に
信
ず
る
人
種
概
念
が
あ
る
。
結
局
、
し
か
る
べ
き
党
が
起
こ
す
金
融
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
対
す
る
憤
り ̶
 
こ
れ
は
最
も
有
効
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
道
具
で
あ
ろ
う ̶
 
と
い
っ
た
徳
の
ひ
け
ら
か
し
は
、
観
念
論
の
残
滓
を
ま
さ
に
想
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
完
全
な
変
革
、
そ
し
て
民
衆
と
エ
リ
ー
ト
階
級
の
抑
え
が
た
い
飛
躍
、
こ
う
し
た
こ
と
を
信
頼
し
て
希
望
を
も
つ
こ
と
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
こ
と
に
連
帯
し
て
身
を
捧
げ
る
こ
と
（
ほ
ぼ
毎
週
様
々
な
陣
営
で
現
れ
る
残
念
な
赤
字
の
数
字
は
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
）
は
、
青
年
運
動
の
中
に
存
在
し
た
最
良
の
も
の
を
、
党
の
利
益
の
た
め
に
歪
曲
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
。
新
し
く
起
き
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
、
目
的
と
連
帯
の
狭
隘
化
で
あ
る ̶
 
人
文
的
な
教
養
〔
文
化
〕
の
代
わ
り
に
国
の
経
済
繁
栄
を
、
世
界
の
代
わ
り
に
人
種
を
。
幻
滅
と
経
験
論
は
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
狭
隘
化
を
介
し
て
、
連
帯
の
た
め
の
集
合
的
な
エ
ゴ
イ
ス
ム
、
メ
シ
ア
ニ
ス
ム
の
た
め
の
物
質
的
な
嗜
好
と
い
っ
た
戯
画
さ
れ
た
寛
容
さ
の
姿
が
、
真
の
意
味
を
あ
ら
わ
に
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
は
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
に
値
す
る
。
シ
ャ
フ
ト
が
応
答
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ギ
ュ
ン
ベ
ル
の
発
表
の
内
に
、「
現
在
の
人
間
」
の
も
っ
と
も
優
れ
た
表
象
の
一
つ
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
表
象
と
は
、も
は
や
信
仰
で
は
な
く
意
志
で
あ
り
、
の
信 ̶
、
そ
れ
は
十
年
前
の
自
分
た
ち
の
熱
狂
の
有
効
的
か
つ
持
続
的
な
遺
産
で
あ
る
と
、
彼
ら
に
は
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
＊し
か
し
こ
の
接
続
へ
の
意
志
は
、
そ
の
意
志
し
か
働
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
間
違
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
青
年
運
動
の
何
人
か
の
専
門
家
が
新
し
い
世
代
と
先
行
世
代
の
間
の
根
本
的
な
断
絶
を
告
発
す
る
と
き
、
彼
ら
は
正
し
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
社
会
主
義
の
青
年
た
ち
の
、
ま
た
ヒ
ト
ラ
ー
派
の
青
年
た
ち
の
衣
装
や
言
葉
と
い
っ
た
表
面
的
な
〔
以
前
の
青
年
た
ち
と
の
〕
類
比
に
騙
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
リ
ア
リ
ス
ム
と
シ
ニ
シ
ス
ム
の
混
じ
り
合
っ
た
、
異
な
る
精
神
性
が
そ
こ
で
は
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「
新
た
な
る
事
象 xli」、
つ
ま
り
世
俗
的
な
実
践
へ
の
傾
倒
、
技
術
と
金
銭
へ
の
傾
倒
が
あ
る
の
だ
。
太
陽
や
森
林
よ
り
も
銀
行
の
瓦
落
が
、
神
学
よ
り
も
党
の
綱
領
が
関
心
を
引
く
。
ま
さ
に
一
つ
の
世
代
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
過
程
で
形
成
さ
れ
、
法
令
、
破
産
、
失
業
を
経
験
し
、
問
い
直
さ
れ
て
岐
路
に
立
つ
社
会
の
組
織
全
体
と
国
家
を
見
、
そ
し
て
過
激
党
派
の
間
で
火
が
吹
か
れ
る
の
を
聞
く ̶
 
な
す
べ
き
こ
と
は
何
も
な
い
の
だ
。
こ
の
世
代
が
政
治
以
外
の
関
心
を
も
は
や
も
た
な
い
と
し
て
も
、そ
も
そ
も
彼
ら
が
ド
イ
ツ
で
た
だ
一
つ
の
世
代
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
こ
の
世
代
は
体
系
や
観
念
論
を
疑
い
、
辛
抱
強
さ
を
欠
い
て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
日
々
の
出イス
ト
ワ
ー
ル
来
事
が
彼
ら
を
そ
こ
へ
と
押
し
や
っ
た
の
だ
。
し
か
し
あ
ま
り
に
単
純
な
見
か
け
を
疑
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
見
か
け
と
は
投
票
の
瞬
間
の
こ
と
で
は
な
く
、
一
つ
の
世
代
を
表
現
す
る
党
に
署
名
し
て
入
る
と
い
う
こ
一
六
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に
永
遠
に
身
を
捧
げ
る
、
友
愛
に
満
ち
た
キ
リ
ス
ト
教
の
生
活
を
唯
一
変
わ
ら
ぬ
も
の
と
し
て
希
望
し
つ
つ
も
、
学
説
を
変
え
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
者
た
ち
が
、
こ
の
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
に
結
び
合
わ
せ
ら
れ
る
。
体
系
性
を
よ
り
望
む
精
神
が
形
を
取
ろ
う
と
す
る
や
否
や
、
そ
う
し
た
精
神
は
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
を
離
れ
、
自
分
た
ち
の
セ
ク
ト
や
党
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
。カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
も
最
初
は
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
と
協
働
し
て
い
た
し
、
ベ
ル
ノ
イ
ヒ
ナ
ー
の
人
々
も
、
宗
教
的
社
会
学
者
や
キ
リ
ス
ト
教
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
（
彼
ら
の
終
末
論
は
階
級
の
弁
証
法
を
用
い
、
ま
た
そ
れ
を
啓
蒙
し
よ
う
と
し
た
）
同
様
、
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
。
最
後
に
形
成
さ
れ
た
分
派
は
、オ
ッ
ト
ー
・
ピ
パ
ー
教
授
の
「
福
音
主
義
の
若
者
た
ち
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
聖
職
者
の
あ
ま
り
に
行
政
的
で
鈍
重
な
機
構
を
揺
り
動
か
そ
う
と
欲
し
、
ま
た
、
教
会
内
部
の
活
動
に
と
っ
て
も
外
に
向
け
て
の
普
及
に
と
っ
て
も
等
し
く
有
害
で
あ
っ
た
、「
官
吏
牧
師 
xxxviii」
と
い
う
失
効
済
み
の
考
え
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
欲
す
る
、
そ
う
し
た
左
派
の
若
き
牧
師
た
ち
の
同
盟
で
あ
る
。
し
か
し
原
細
胞
で
あ
る
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
は
、予
見
不
可
能
な
未
来
へ
の
配
慮
と
、
様
々
な
仕
方
で
な
さ
れ
る
要
求
の
一
つ
で
あ
る
現
在
そ
の
も
の
へ
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
す
べ
て
の
運
動
か
ら
区
別
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
注
目
す
べ
き
「
開
か
れ xxxix」
は
、
そ
し
て
、
対
立
す
る
諸
傾
向
を
雑
誌
の
中
で
共
感
し
て
迎
え
入
れ
る
こ
の
抱
擁
性
は
、
人
と
事
物
す
べ
て ̶
 
そ
れ
ら
は
知
的
な
体
系
性
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
て
い
る ̶
 
に
共
通
す
る
、
隠
れ
た
る
神
に
関
す
る
青
年
運
動
の
考
え
方
の
内
に
、
起
源
を
ま
さ
に
有
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
最
近
の
集
ま
り
は
、
こ
の
こ
と
を
か
な
り
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
の
人
々
に
、
幾
つ
か
の
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が
、
さ
ら
に
、
生
じ
て
き
た
世
代
の
独
自
性
を
主
張
し
よ
う
と
努
め
る
ク
ラ
ブ
た
ち
が
合
流
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
の
人
間
に
関
す
る
ヘ
ル
マ
ン
・
ギ
ュ
ン
ベ
ル
の
分
析
は
、
昨
日
ま
で
の
人
間
に
今
日
の
人
間
た
ち
を
理
解
で
き
る
希
望
を
ほ
と
ん
ど
託
さ
ず
、
さ
ら
に
は
、
こ
う
し
た
今
日
の
人
間
を
兄
弟
と
認
め
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
さ
え
、
希
望
を
託
さ
な
か
っ
た
。
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ャ
フ
ト
の
応
答
は
、
問
題
と
な
っ
た
統
一
へ
向
け
て
入
り
込
む
努
力
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
安
易
な
和
解
を
放
棄
し
つ
つ
も
、
彼
の
応
答
は
〔
世
代
間
の
〕
差
異
に
取
り
組
み
、〔
両
世
代
に
お
い
て
〕
変
わ
ら
ぬ
内
容
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
も
の
と
し
て
こ
の
差
異
を
用
い
た
。
だ
が
、
常
に
問
い
直
さ
れ
る
こ
う
し
た
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
部
分
的
な
も
の
以
外
で
は
決
し
て
な
く
、
か
く
し
て
こ
う
し
た
見
か
け
上
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
定
式
化
を
欠
い
た
ま
ま
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
発
想 ̶
 
そ
う
し
た
発
想
を
鈍
磨
し
た
体
系
は
常
に
待
ち
焦
が
れ
る
も
の
だ ̶
 
を
和
ら
げ
よ
う
と
す
る
。
も
し
基
底
と
な
る
学
説
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ッ
ヒ xl
の
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
人
間
の
脅
か
さ
れ
た
実
存
を
限
界
づ
け
、
不
安
に
し
、
ま
た
惹
き
付
け
る
彼
岸
の
哲
学
で
あ
り
、
そ
の
彼
岸
が
ま
さ
し
く
彼
方
に
あ
る ̶
 
と
り
わ
け
人
間
か
ら
隔
て
ら
れ
て
い
る ̶
 
以
上
、
そ
れ
に
つ
い
て
人
は
何
も
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
彼
岸
は
、
精
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル
神
生
活
と
自
然
の
内
在
に
お
い
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
史
の
超
越
に
お
い
て
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
〔
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
学
説
〕
は
既
に
あ
ま
り
に
は
っ
き
り
さ
せ
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
ず
、
否
定
ば
か
り
す
る
教
条
主
義
の
危
険
を
冒
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
の
核
心
は
、
こ
う
し
た
学
説
の
前
提
た
る
生
き
ら
れ
た
発
想
や
、
人
間
的
か
つ
宇
宙
的
な
友
愛
に
好
ん
で
留
ま
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
シ
ャ
フ
ト
が
ホ
ー
エ
ン
・
マ
イ
ス
ナ
ー
で
擁
護
し
て
い
た
こ
の
友
愛 ̶
 
つ
ま
り
奉
仕
へ
の
意
志
と
世
界
へ
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
一
五
― 88 ―
故
に
、
有
効
性
を
ひ
と
際
も
つ
だ
ろ
う
流
れ
で
あ
る
。
努
力
は
そ
こ
で
は
、
不
可
侵
の
教
会
と
俗
世
と
を
接
合
し
よ
う
と
上
か
ら
下
へ
と
単
に
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、頭
の
固
い
聖
職
者
と
〔
教
会
か
ら
〕
ま
る
で
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
民
衆
、
双
方
に
向
け
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
の
、
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ャ
フ
ト
の
、エ
ミ
ー
ル
・
ブ
ル
ム
の
運
動
で
あ
る
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
で
も
〔
ロ
ー
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
と
は
〕
別
の
片
隅
、
レ
ー
ン
山
地
の
シ
ュ
リ
ヒ
テ
ル
ン
で
起
こ
っ
た
。
栗
林
の
立
ち
並
ぶ
高
所
に
あ
り
、
視
界
を
さ
え
ぎ
る
物
の
な
い
、
明
る
い
地
平
が
広
が
る
そ
こ
は
、
ハ
ベ
ル
ト
農
場
と
い
う
小
さ
い
コ
ロ
ニ
ー
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
の
場
所
で
、
平
和
主
義
の
若
き
牧
師
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ャ
フ
ト
は
、
高
校
の
教
師
ゲ
オ
ル
グ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
及
び
エ
ミ
ー
ル
・
ブ
ル
ム
と
一
九
二
二
年
に
出
会
っ
た
。
ブ
ル
ム
は
、
崩
壊
し
よ
う
と
い
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
共
産
主
義
の
設
置
場
所
で
あ
る
ハ
ベ
ル
ト
農
場
に
、
フ
ォ
ル
ケ
ハ
イ
ス
コ
ー
レ
を
設
置
し
よ
う
と
や
っ
て
来
て
い
た
。
フ
ォ
ル
ケ
ハ
イ
ス
コ
ー
レ
と
は
、
寄
宿
舎
付
き
の
民
衆
的
な
大
学
で
あ
り
、
今
日
な
お
盛
ん
に
活
動
し
て
い
る
。
今
夏
も
失
業
し
た
三
〇
人
ほ
ど
の
若
者
が
、
兄
弟
的
な
親
密
さ
で
教
師
と
結
ば
れ
な
が
ら
、
そ
こ
で
プ
ラ
ト
ン
を
読
ん
で
い
た
。
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
は
若
者
た
ち
の
同ブン
ト盟
で
は
な
い
。
そ
れ
は
組
織
を
欠
い
た
、
あ
る
精
神
で
あ
り
、
同
じ
こ
と
を
考
え
る
者
た
ち
が
集
う
雑
誌
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
綱
領
を
定
式
化
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
困
難
な
こ
と
と
な
ろ
う
。
ベ
ル
ノ
イ
ヒ
ナ
ー
や
ケ
ン
ゲ
ナ
ー
と
異
な
り
、
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
は
、
境
界
を
少
な
く
と
も
引
い
て
し
ま
う
よ
う
な
否
定
を
お
こ
な
う
こ
と
さ
え
な
い
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
は
こ
の
故
に
、
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
は
今
日
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
に
お
け
る
青
年
運
動
を
真
に
代
表
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
俗
世
「
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
の
魂
は
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
で
あ
る
」
と
彼
は
一
九
二
四
年
に
書
い
て
い
る
。ゲ
ル
マ
ン
化
さ
れ
た
こ
の
ラ
テ
ン
語〔
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
〕 
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以
上
に
、
青
年
運
動
の
精スピリ
チ
ュ
エ
ル
神
的
源
泉
を
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
は
な
い
。
そ
し
て
青
年
運
動
は
こ
の
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
に
お
い
て
存
続
す
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
青
年
運
動
は
そ
こ
で
安
定
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ス
ム
と
い
う
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
実
現
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ス
ム
は
一
方
で
、
外
的
世
界
と
妥
協
し
、
ま
た
信
心
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
化
し
た
実
践
と
妥
協
す
る
こ
と
で
急
速
に
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
、
世
俗
的
な
宗
教
生
活
の
機
械
化
に
反
対
す
る ̶
 
よ
り
積
極
的
に
神
秘
へ
参
与
す
る
こ
と
に
向
け
て
努
力
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
他
方
で
、
ロ
ー
マ
的
秩
序
を
備
え
た
夢
想
と
個
人
主
義
と
い
う
古
き
ゲ
ル
マ
ン
的
霊
性
を
も
自
分
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
、
世
代
ご
と
に
変
化
す
る
要
求
と
共
に
絶
え
ず
仕
切
り
直
さ
れ
る
同
化
で
あ
り
、
新
た
な
問
題
設
定
の
点
検
と
会
合
を
引
き
受
け
る
同
化
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
青
年
運
動
は
現
実
に
対
し
て
反
抗
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
型
に
は
ま
っ
た
情
動
的
な
議
論
と
い
っ
た
も
の
に
よ
っ
て
、
現
実
を
調
整
す
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
世
俗
的
な
平
面
の
上
で
保
証
し
よ
う
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
青
年
運
動
は
な
お
し
ば
ら
く
、
世
俗
的
な
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
と
っ
て
、
新
鮮
さ
と
生
の
源
泉
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
側
に
は
、〔
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
と
〕
は
っ
き
り
類
比
で
き
る
も
の
は
な
い
。
確
固
と
し
た
枠
組
み
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
同
じ
役
割
を
少
し
ば
か
り
演
じ
る
も
の
は
存
在
す
る
。
そ
の
役
割
と
は
学
説
に
よ
っ
て
は
定
め
ら
れ
な
い
流
れ
で
あ
り
、
セ
ク
ト
も
、
さ
ら
に
は
党
も
作
ろ
う
と
し
な
い
が
一
四
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サ
の
使
用
を
各
所
に
少
し
は
広
め
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
若
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
本
質
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、幾
つ
か
の
地
域
で
は
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
・
ミ
サ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
毎
月
か
な
り
の
数
の
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
式
典
は
更
新
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
は
実
際
、
運
動
の
最
良
の
象
徴
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い ̶
 
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
墓
地
の
真
ん
中
に
置
か
れ
た
小
さ
な
礼
拝
堂
で
開
か
れ
、
礼
拝
堂
の
開
い
た
窓
か
ら
は
薔
薇
と
茨
が
入
り
込
ん
で
い
る
。
遠
く
に
は
噴
水
が
見
え
、
近
く
か
ら
は
ラ
テ
ン
語
の
唱
句
が
規
則
的
に
流
れ
聞
こ
え
て
く
る
。
鳴
り
響
く
リ
ズ
ム
の
滑
ら
か
な
う
ね
り
は
、
祭
壇
の
後
ろ
に
い
る
司
祭
か
ら
、
古
く
か
ら
の
慣
習
に
従
っ
て
、
跪
く
若
者
た
ち
の
重
々
し
い
一
団
へ
と
届
く
の
だ
。
だ
が
ロ
ー
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
で
こ
そ
、
こ
う
し
た
こ
と
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
十
年
来
所
持
し
て
い
る
隠
れ
家
、
そ
し
て
、
そ
の
隠
れ
家
の
中
で
も
高
所
に
あ
る
部
屋
の
中
で
な
さ
れ
る
。
樹
で
覆
わ
れ
た
二
本
の
反
っ
た
ナ
イ
フ
の
間
に
、
マ
イ
ン
の
明
る
く
落
ち
着
い
た
感
じ
の
ク
ロ
ス
が
飾
ら
れ
、
眼
下
に
は
木
と
荒
壁
土
で
囲
ま
れ
た
小
さ
な
村
が
広
が
る
。
そ
こ
に
止
ま
っ
た
ま
ま
の
渡
し
舟
の
軋
む
音
が
聞
こ
え
、
人
里
離
れ
た
古
い
フ
ラ
ン
コ
ニ
ア
地
方
の
ご
わ
ご
わ
し
た
粘
土
で
作
ら
れ
た
、
赤
み
を
帯
び
た
広
い
道
の
不
恰
好
な
う
ね
り
が
見
え
る
。
扉
に
は
ブ
ナ
の
木
と
肥
沃
な
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が
刻
ま
れ
、
ま
た
家
に
は
、
黒
い
木
で
作
ら
れ
た
立
方
体
状
の
台
座
が
据
え
ら
れ
た
真
っ
白
な
騎
士
室
と
、
幾
何
学
的
な
礼
拝
堂
が
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
司
祭
と
し
て
控
え
る
の
が
、
ロ
マ
ー
ノ
・
グ
ア
ル
デ
ィ
ー
ニ xxxvで
あ
る
。
彼
は
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
の
た
だ
一
人
の
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
訳
で
は
な
い
が
、
ロ
ー
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
王
国
の
支
配
者
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
運
動
に
本
質
的
な
仕
方
で
霊
感
を
与
え
て
い
る
。
雑
誌
『
盾
の
同
志
』
は
こ
こ
最
近
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
お
け
る
宗
教
的
存
在
に
関
す
る
彼
の
研
究
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
カ
ト
リ
ッ
ク
・
セ
ミ
ナ
ー
で
彼
が
講
義
の
主
題
と
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
を
聞
く
と
、
彼
に
と
っ
て
の
偉
人
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
・
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
に
彼
自
身
を
比
較
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、
減
る
こ
と
の
な
い
「
徹
底
し
た
誠
実
さ
」
を
も
つ
聖
職
者
と
し
て
の
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
で
あ
る
。
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
相
貌
と
秘
め
た
魅
力
を
湛
え
た
彼
は
、
そ
の
確
固
と
し
て
奥
深
い
教
育
に
お
い
て
は
い
さ
さ
か
も
熱
狂
す
る
こ
と
が
な
い
。
い
や
む
し
ろ
、
そ
こ
に
は
そ
も
そ
も
教
育
な
ど
な
い
の
だ
。あ
る
の
は
彼
の
全
人
格
の
直
接
的
な
活
動
で
あ
り
、
真
理
に
永
遠
に
身
を
捧
げ
よ
う
と
し
、
思
い
や
り
か
ら
他
者
を
躊
躇
な
く
受
け
取
り
ま
た
与
え
よ
う
と
す
る
、
そ
う
し
た
一
つ
の
魂
の
真
摯
さ
の
直
接
的
な
活
動
で
あ
る
。
彼
が
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、「
彼
は
判
断
す
る
の
で
は
な
い
、そ
の
存
在
全
体
で
彼
は
判
断
だ
っ
た
の
だ
」。
判
断
と
規
則
。
彼
は
今
年
、
ロ
ー
テ
ン
フ
ェ
ル
ス
で
沈
黙
に
つ
い
て
語
っ
た
。
そ
れ
は
、
無
限
の
度
合
を
も
つ
内
な
る
ざ
わ
め
き
を
下
っ
て
い
く
た
め
の
、沈
黙
に
関
す
る
人
間
的
学
科
で
あ
り
、
平
静
で
衰
え
る
こ
と
の
な
い
従
属
を
〈
精
神
〉
に
開
く
た
め
の
宗
教
的
学
科
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
が
軽
い
足
取
り
で
姿
を
消
す
と
、
彼
の
定
め
た
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
聴
衆
を
長
い
観
想
の
内
で
一
つ
に
す
る
。
被
造
物
と
し
て
の
人
間
で
あ
る
「
我
は
神
よ
り
来
た
れ
り
」、
あ
る
い
は
、
夜
の
中
庭
で
鐘
の
呼
び
音
が
鳴
る
ま
で
続
く
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
の
待
機
。
そ
の
と
き
、
礼
拝
堂
へ
向
け
て
、
そ
し
て
次
の
よ
う
な
終
禱
の
暗
く
静
か
な
詩
節
へ
向
け
て
、無
言
で
瞑
想
を
し
な
が
ら
歩
ん
で
い
く
の
だ
。
「
い
と
高
き
御
者
に
守
ら
れ
て
す
む
者
、
天
に
ま
し
ま
す
主
の
保
護
の
も
と
に
あ
る
者
よ
。」 
xxxvi
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
一
三
― 90 ―
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
礼
拝
堂
に
置
く
た
め
に
、
モ
デ
ル
と
な
る
聖
職
者
の
加
護
を
人
は
祈
っ
た
。
そ
の
聖
職
者
と
は
例
え
ば
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、そ
し
て
特
に
、マ
ー
ル
ブ
ル
ク
と
ア
イ
ゼ
ナ
ハ
の
慈
悲
深
い
女
王
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
偉
大
な
る
聖
人
で
も
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
で
あ
る
。
ま
た
感
覚
的
な
も
の
へ
の
熱
望
は
、
典
礼
運
動
を
お
こ
な
う
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
に
よ
っ
て
方
向
を
定
め
ら
れ
た
。
学
識
と
聖
職
に
関
わ
る
こ
う
し
た
広
大
な
仕
事
に
関
し
て
、
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
は
普
及
を
受
け
持
つ
貴
重
な
機
関
と
し
て
現
れ
た
（
こ
れ
ら
の
仕
事
は
、
ド
イ
ツ
で
は
ボ
イ
ロ
ン
修
道
会
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
マ
リ
ア
・
ラ
ー
ハ
修
道
院
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
こ
の
修
道
院
は
典
礼
用
の
宝
物
を
使
用
し
、
理
解
す
る
と
い
う
現
在
の
仕
事
を
、
教
会
に
与
え
よ
う
と
努
力
し
た
） 
xxxiv。
戦
後
開
か
れ
た
二
回
目
の
会
議
に
し
て
既
に
、（
マ
リ
ア
・
ラ
ー
ハ
の
）
P
・
ウ
ィ
リ
ブ
ロ
ー
ド
・
バ
ル
マ
ン
は
運
動
に
、
当
時
ま
だ
欠
け
て
い
た
儀
礼
的
な
要
素
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
彼
は
報
告
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
典
礼
と
ロ
マ
ン
主
義
は
」
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
補
完
し
合
う
の
で
あ
っ
て
、「
ロ
マ
ン
主
義
は
ド
イ
ツ
の
魂
で
あ
り
、
典
礼
は
古
来
の
調
整
を
お
こ
な
う
」。「
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
は
知
性
主
義
に
抗
し
て
心
の
権
利
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
の
だ
か
ら
、
典
礼
運
動
が
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
へ
と
向
か
っ
た
の
は
正
当
で
あ
っ
た
。」
具
体
的
な
も
の
へ
の
感
覚
だ
け
で
な
く
、
行
動
の
意
志
と
共
同
生
活
と
い
う
青
年
運
動
の
他
の
二
つ
の
特
徴
も
、
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
の
う
ち
に
然
る
べ
き
場
所
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
も
ま
た
毎
朝
晩
の
祈
り
の
内
に
象
徴
を
も
ち
、
そ
の
祈
り
の
際
に
人
は
、
古
き
驚
嘆
す
べ
き
テ
ク
ス
ト
を
、
取
り
分
け
て
対
話
形
式
の
ミ
サ
（m
issae recitatae
）
を
蘇
ら
せ
た
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士
た
ち
が
こ
う
し
た
ミ
力
が
あ
る
の
で
は
な
く
（
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
進
ん
で
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
同
盟
は
大
衆
運
動
で
あ
ろ
う
と
は
し
て
い
な
い
）、
成
員
の
上
に
同
盟
が
残
す
刻
印
の
活
力
で
あ
る
。
成
員
た
ち
は
年
を
と
っ
て
も
、刊
行
物
と
優
れ
た
雑
誌『
盾
の
同
志
』の
威
光
に
よ
っ
て
、そ
し
て
若
者
た
ち
と
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
人
の
エ
リ
ー
ト
に
対
す
る
活
動
に
よ
っ
て
、
同
盟
に
結
び
付
け
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
は
真
の
青
年
運
動
で
あ
り
、
例
え
ば
新
ド
イ
ツ
〔
同
盟
〕
の
イ
エ
ズ
ス
会
的
な
発
想
で
な
さ
れ
た
大
き
な
組
織
化
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
新
ド
イ
ツ
で
は
、
若
者
た
ち
に
よ
る
現
在
の
多
く
の
同
盟
と
同
様
、
運
動
の
獲
得
物
の
大
半
と
最
良
の
部
分
は
保
存
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
古
典
的
な
区
別
に
従
っ
た
、
自
律
性
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
過
去
の
精
神
を
欠
い
た
青
年
指
導 xxxiiiな
の
で
あ
る
。
こ
の
精
神
を
カ
ト
リ
シ
ス
ム
の
中
で
順
応
さ
せ
よ
う ５と
す
る
こ
と
に
は
、
ニ
ー
チ
ェ
主
義
と
異
教
的
な
熱
狂 ̶
 
そ
れ
は
悪
用
を
い
つ
も
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い ̶
 
が
支
配
し
て
い
た
戦
前
に
お
い
て
は
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
聖
職
者
に
よ
る
監
視
は
、
教
会
の
責
任
あ
る
代
表
者
が
指
導
委
員
会
に
絶
え
ず
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
決
し
て
欠
け
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
常
に
リ
ー
ダ
ー
の
中
に
は
、
他
の
同
盟
と
結
び
つ
い
た
非
聖
職
者
が
い
た
。
自
己
教
育
と
共
同
生
活
の
有
効
な
実
現
化
を
伴
っ
た
〔
監
視
か
ら
の
〕
こ
う
し
た
独
立
に
加
え
て
、
原
的
な
生
の
様
式
、
つ
ま
り
罪
あ
る
生
の
様
式
を
未
規
定
さ
の
中
で ̶
 
人
間
の
欠
陥
は
、
教
会
法
規
で
は
規
定
さ
れ
な
い
部
分
を
生
の
様
式
に
残
す ̶
 
自
然
の
お
か
げ
で
発
見
し
よ
う
と
す
る
要
求
も
ま
た
存
在
し
て
い
た
。
５　
順
応
さ
せ
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
グ
ア
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
歴
史
上
の
青
年
運
動
は
、
キ
リ
ス
ト
へ
と
導
い
て
い
く
こ
と
が
問
題
と
な
る
自
然
0
0
の
一
断
片
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
」。
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一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
一
二
年
の
間
に
生
ま
れ
た
新
し
い
世
代
の
心
理
学
は
容
易
で
は
な
い
。
だ
が
内
在
的
な
理
由 xxxiiを
お
そ
ら
く
は
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、運
動
の
歴
史
そ
れ
自
体
が
十
分
な
説
明
を
提
供
す
る
。
運
動
の
失
敗
に
対
し
て
と
同
様
、
そ
の
成
功
に
対
し
て
も
。
運
動
の
失
敗
、
そ
れ
は
新
た
な
秩
序
を
創
り
出
す
運
動
の
場
合
で
あ
る
。
精
神
生
活
を
中
心
と
し
て
そ
こ
に
事
物
を
従
わ
せ
る
方
法
に
、現
実
は
屈
す
る
こ
と
な
く
耐
え
て
し
ま
う
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
今
日
、
青
年
が
従
う
の
は
事
物
で
あ
り
、
そ
の
構
造
や
法
則
で
あ
る
。
自
然
主
義
的
な
レ
ア
リ
ス
ム
が
技
術
的
な
そ
れ
へ
と
移
行
し
た
結
果
、
問
題
毎
に
、
あ
る
い
は
明
確
な
解
決
毎
に
任
命
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
は
別
々
に
な
っ
た
。
運
動
の
成
功
は
反
抗
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
運
動
が
戦
っ
て
き
た
文
化
を
消
し
去
る
た
め
の
反
抗
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
青
年
と
し
て
の
文
化
解
放
の
た
め
の
反
抗
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
〔
青
年
の
〕
自
律
性
承
認
の
た
め
の
反
抗
で
あ
り
、
今
後
こ
の
点
は
も
は
や
疑
問
視
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
ド
イ
ツ
は
今
日
、
教
育
改
革
に
か
け
る
努
力
で
は
先
頭
に
立
っ
て
い
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
の
前
教
育
相
ゼ
ー
フ
ェ
リ
ン
ク
に
よ
る
改
革
に
お
い
て
公
的
な
認
可
を
受
け
た
私
立
校
で
、
あ
ら
ゆ
る
実
験
が
個
別
に
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
改
革
の
先
頭
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
多
く
を
学
生
運
動
に
負
っ
て
い
る
。
学
生
運
動
こ
そ
が
、
大
人
の
縮
尺
版
で
は
な
い
、
固
有
の
法
則
を
備
え
た
独
立
し
た
リ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
の
青
年
と
い
う
概
念
を
ド
イ
ツ
に
移
入
し
た
の
で
あ
る
。「
労
働
の
共
有
」
の
し
き
た
り
を
確
立
し
、
さ
ら
に
一
般
的
に
は
、
若
者
の
生
活
に
、
自
然
の
中
で
の
生
活
で
あ
る
ワ
ン
デ
ル
ン
に
新
た
な
様
式
を
与
え
た
の
も
、
学
生
運
動
で
あ
る
。
民
族
性
に
お
い
て
決
定
的
な
仕
方
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
、
引
き
返
す
こ
と
の
で
き
な
い
道
が
そ
こ
に
は
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
れ
こ
そ
伝
統
が
確
立
し
て
し
ま
っ
て
は
、
も
は
や
学
生
運
動
で
も
革
命
で
も
な
い
。
年
長
者
が
森
の
近
辺
に
立
て
札
を
打
ち
付
け
、
大
臣
が
学
校
で
の
自
由
を
ま
と
め
あ
げ
て
い
る
の
だ
。
初
期
の
運
動
精
神
が
ま
だ
息
づ
い
て
い
る
場
所
、
そ
れ
は
、
あ
る
い
は
固
有
の
構
成
に
よ
っ
て
、
ま
た
あ
る
い
は
諸
々
の
状
況
に
よ
っ
て
、
自
由
な
働
き
を
運
動
精
神
に
全
面
的
に
残
し
て
現
実
が
過
度
に
安
定
化
し
た
、
そ
う
し
た
場
所
に
限
ら
れ
る
。
だ
が
そ
れ
で
も
、
教
会
や
小
さ
な
政
党
の
よ
う
な
社
会
的
存
在
の
生
へ
と
併
合
さ
れ
る
こ
と
で
、
運
動
精
神
は
そ
れ
固
有
の
表
出
様
態
を
し
ば
し
ば
欠
く
と
は
い
え
、
や
は
り
存
続
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
運
動
に
許
さ
れ
た
満
足
感
と
限
界 
― 
限
界
が
存
在
す
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
こ
と
で
運
動
の
存
続
に
拠
点
が
与
え
ら
れ
る 
― 
と
の
間
で
起
こ
る
一
種
の
平
衡
状
態
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
カ
ト
リ
シ
ス
ム
に
お
け
る
そ
の
例
が
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
に
お
け
る
例
が
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
で
あ
る
。
湧クイ
ッ
ク
ボ
ル
ン泉
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
運
動
の
独
立
の
気
運
に
も
、
そ
の
汎
神
論
的
な
関
心
に
も
元
々
抗
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
一
九
一
〇
年
に
し
て
既
に
、
教
会
に
従
い
な
が
ら
も
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
一
部
の
慣
習
を
真
似
よ
う
と
し
た
若
い
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
た
ち
の
孤
立
し
た
グ
ル
ー
プ
が
幾
つ
か
現
れ
た
。
そ
し
て
一
九
一
三
年
に
、「
生
の
泉
」
を
表
す
ク
イ
ッ
ク
ボ
ル
ン
同
盟
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
同
盟
は
急
速
に
成
長
し
、
お
よ
そ
五
千
人
を
含
む
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
戦
争
来
、
幾
つ
か
の
危
機
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
盟
は
絶
え
ず
発
展
し
、
一
年
前
の
直
近
の
困
難
か
ら
脱
し
て
活
力
に
満
ち
て
い
る
。
信
者
の
数
に
よ
っ
て
活
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
一
一
― 92 ―
ベ
ル
ト
農
場
の
歴
史
は
多
く
の
も
の
に
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
何
人
か
の
熱
心
な
運
動
家
が
農
地
を
購
入
し
、
誰
に
で
も
門
戸
を
開
い
た
後
で
、
共
通
の
帳
簿
を
作
り
、
現
実
離
れ
し
た
労
働
を
お
こ
な
う ̶
 
朝
、
食
事
を
摂
り
な
が
ら
、
ど
の
畑
へ
と
日
中
仕
事
し
に
行
く
か
を
多
数
決
で
決
め
る
の
だ
。
決
定
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
れ
全
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
共
通
の
も
の
と
な
り
、
仕
事
そ
れ
自
体
さ
え
、
最
初
は
固
定
し
た
割
り
振
り
を
も
た
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
ス
グ
リ
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
優
れ
た
畑
の
消
失
や
、
過
度
な
世
話
の
犠
牲
と
な
っ
た
不
幸
な
馬
の
死
、
と
い
っ
た
こ
と
が
生
じ
た
。
そ
れ
で
も
今
日
な
お
幾
つ
か
の
試
み
は
残
っ
て
お
り
、
例
え
ば
ザ
ン
エ
ル
ツ
の
エ
バ
ー
ハ
ー
ト
・
ア
ー
ノ
ル
ト
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
全
面
的
な
共
産
制
下
で
八
〇
人
が
暮
ら
し
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
熱
狂
が
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
ジ
グ
ム
ン
ト
・
シ
ュ
ル
ツ
ェ
教
授
が
、
知
的
教
養
と
道
徳
教
育
の
自
律
し
た
意
志
を
備
え
た
労
働
者
と
学
生
か
ら
な
る
共
同
体
を
実
現
し
よ
う
と
し
た ̶
 
も
っ
と
も
経
済
的
な
基
盤
を
欠
い
て
い
た
が
。
各
人
の
糧
を
得
る
た
め
の
労
働
と
は
混
じ
り
合
わ
な
い
活
動
を
連
帯
し
て
共
に
行
う
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
集
合
的
意
味
は
、
注
目
す
べ
き
成
果
を
十
分
産
み
出
し
、
そ
の
成
果
は
今
な
お
ド
イ
ツ
全
土
か
ら
の
訪
問
者
を
惹
き
付
け
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
お
け
る
、
こ
れ
が
ほ
と
ん
ど
理
論
化
さ
れ
て
い
な
い
最
良
の
青
年
運
動
で
あ
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
精
神
生
活
の
真
摯
さ
と
実
在
が
深
み
と
持
続
を
伴
っ
た
活
動
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
青
年
た
ち
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
存
続
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
。真
の
青
年
運
動
は
、
今
日
ま
さ
し
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
る
。
度
に
よ
っ
て
、
戦
争
、
教
会
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
道
徳
の
問
題
を
し
ば
し
ば
根
本
的
に
考
察
す
る
際
、
内
密
な
つ
な
が
り
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
問
題
を
彼
ら
は
年
次
大
会
で
議
論
し
、外
部
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
雑
誌
『
来
た
る
べ
き
教
会
』
に
そ
の
報
告
を
載
せ
て
い
る
。こ
の
雑
誌
の
タ
イ
ト
ル
は
そ
れ
だ
け
で
示
唆
的
だ
。
彼
ら
は
待
っ
て
い
る ̶
「
新
た
な
宗
教
の
徴
は
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」̶
 
但
し
東
洋
を
向
い
て
。「
古
代
イ
ン
ド
の
い
に
し
え
の
見
者
に
よ
る
論
考
の
中
に
、
イ
ン
ド
－
ゲ
ル
マ
ン
的
な
〈
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
〉
と
信
仰
が
新
た
に
現
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
プ
ラ
ト
ン
の
う
ち
に
も
ド
イ
ツ
的
な
神
秘
主
義
者
の
う
ち
に
も
生
き
て
い
る
精
神
と
、
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」 ４
社
会
運
動
社
会
問
題
に
直
接
関
わ
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歴
史
は
よ
り
平
凡
で
概
ね
終
わ
り
を
迎
え
て
い
る
。
実
現
し
た
い
と
い
う
焦
慮
は
一
九
一
九
年
に
は
大
き
な
も
の
で
、
細
々
と
し
た
種
々
の
試
み
が
日
の
目
を
見
た
。
こ
う
し
た
試
み
は
、
一
九
世
紀
半
ば
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
サ
ン
・
シ
モ
ン
主
義
や
フ
ー
リ
エ
主
義
の
開
花
と
の
親
近
性
を
こ
の
時
代
に
何
ら
か
も
つ
よ
う
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
へ
と
四
散
し
て
い
っ
た
。
生
活
の
改
善
、
土
地
の
集
中
的
な
開
拓
、
無
政
府
共
産
主
義
、
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
な
主
題
が
、
実
現
す
る
幸
運
に
ほ
と
ん
ど
恵
ま
れ
な
い
ま
ま
探
し
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
困
難
な
時
代
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
小
さ
な
農
業
コ
ロ
ニ
ー
が
イ
ン
フ
レ
に
続
く
危
機
の
中
で
消
え
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
コ
ロ
ニ
ー
の
一
つ
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
シ
ュ
リ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
近
く
の
ハ
４　
P
ro
f. H
au
e
r, « D
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 re
lig
iö
se
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 d
e
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g
e
n
w
art u
n
d
 d
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 K
irch
e
〔
現
在
の
宗
教
的
危
機
と
教
会
〕», K
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m
en
d
e G
em
ein
d
e, o
ct. 1
9
3
0
.
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機
は
式
典
で
具
象
化
さ
れ
、
し
ば
し
ば
教
義
さ
え
用
い
ら
れ
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
に
し
て
、
法
で
定
め
ら
れ
た
教
会
の
外
部
に
、
諸
々
の
セ
ク
ト
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー xxix
の
人
智
学
や
、
彼
の
弟
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ッ
テ
ル
マ
イ
ヤ
ー
の
キ
リ
ス
ト
者
共
同
体
が
あ
る
。
リ
ッ
テ
ル
マ
イ
ヤ
ー
は
シ
ュ
ッ
ツ
ト
ガ
ル
ト
の
若
き
牧
師
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
か
ら
離
れ
、
そ
れ
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
り
続
け
よ
う
と
し
て
、
今
な
お
ノ
エ
ル
や
イ
ー
ス
タ
ー
と
い
っ
た
教
会
の
祝
日
を
式
典
で
祝
っ
て
い
る
。
そ
の
式
典
で
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
福
音
書
か
ら
来
て
い
る
も
の
は
ほ
ぼ
全
く
な
い
。
だ
が
彼
は
権
威
あ
る
聖
職
者
の
人
々
と
の
関
係
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
の
内
部
で
最
も
正
統
な
同ブン
ト盟
で
あ
る
ベ
ル
ノ
イ
ヒ
ナ
ー
は
、彼
の
改
革
の
幾
つ
か
を
共
感
と
共
に
用
い
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
ベ
ル
ノ
イ
ヒ
ナ
ー
同ブン
ト盟
は
、
保
守
的
な
神
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ス
テ
ー
リ
ン
教
授
（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
）
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
て
い
る
。
現
在
に
お
け
る
彼
の
影
響
力
は
、
そ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
も
っ
ぱ
ら
司
牧
的
な
そ
の
創
作
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
若
者
の
間
で
か
な
り
拡
大
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
B. d. J.
（
ド
イ
ツ
青
年
協
会
同
盟 xxx
）
と
の
緊
密
な
そ
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
も
、
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
古
き
青
年
運
動
の
精
神 ̶
 
そ
れ
は
リ
ー
ダ
ー
た
ち
を
介
し
て
運
動
か
ら
直
接
生
じ
る
も
の
だ ̶
 
は
そ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
東
方
の
知
恵
の
も
つ
道
理
を
組
み
込
む
こ
と
に
専
心
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
者
共
同
体
の
よ
う
に
人
間
聖
化
式
は
行
わ
な
い
が
、
新
し
い
典
礼
は
効
力
を
も
ち
、
そ
こ
で
は
ロ
ー
マ
の
ミ
サ
典
書
と
聖
務
日
課
書
が
感
覚
的
な
自
然
へ
の
讃
歌
と
交
互
に
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
無
機
物
の
世
界
と
生
物
の
世
界
を
贖
罪
の
真
摯
さ
と
喜
び
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
努
力
で
あ
る
。
日
々
の
リ
ズ
ム
、
太
陽
の
相
が
宗
教
的
な
意
味
を
も
ち
、
祝
祭
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る ̶
 
こ
の
こ
と
は
そ
も
そ
も
、
特
に
秋
分
や
春
分
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
全
て
の
青
年
団
体
の
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
結
局
、
身
体
が
崇
拝
と
再
生
の
器
官
と
し
て
復
権
す
る
の
だ
。
導
か
れ
つ
つ
共
同
の
「
瞑
想
」
が
実
行
さ
れ
る ̶
 
但
し
、
こ
れ
ら
の
青
年
団
体
は
聖
職
者
の
観
点
か
ら
す
る
と
革
命
的
で
あ
る
に
は
ほ
ど
遠
い
た
め
、
瞑
想
も
か
な
り
慎
重
に
実
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
物
質
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
形
と
感
性
的
な
側
面
で
も
っ
て
他
の
精
神
的
な
一
連
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
出
発
点
に
な
り
、
そ
う
し
た
イ
マ
ー
ジ
ュ
た
ち
が
あ
る
種
の
神
秘
的
状
態
を
、
宗
教
的
リ
ア
リ
テ
ィ
の
感
じ
ら
れ
る
現
前
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
他
の
〔
外
向
き
の
態
度
を
と
ら
な
い
〕
グ
ル
ー
プ
は
ま
ず
も
っ
て
そ
れ
自
身
の
中
で
、
個
人
的
な
反
省
を
通
し
て
、
ま
た
と
り
わ
け
共
同
体
に
お
け
る
考
え
や
生
の
交
換
を
通
し
て
、
真
理
が
そ
れ
な
く
し
て
は
伝
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
「
恩
寵
状
態
」
を
創
り
出
す
こ
と
に
専
念
す
る
。
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
の
例
と
し
て
、
ハ
ウ
ア
ー
教
授 xxxi（
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
）
率
い
る
ケ
ン
ゲ
ナ
ー
同ブン
ト盟
が
あ
る
。
そ
れ
は
聖
書
ク
ラ
ブ
の
正
統
派
の
環
境
の
中
で
元
々
は
募
集
さ
れ
、
今
日
で
も
な
お
、
と
り
わ
け
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
若
い
牧
師
の
相
当
数
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
同
盟
は
定
ま
っ
た
綱
領
を
持
た
ず
、
ナ
チ
ス
か
ら
独
立
し
た
共
産
主
義
者
ま
で
、
き
わ
め
て
種
々
雑
多
な
成
員
か
ら
な
る
。ハ
ウ
ア
ー
教
授
自
身
、か
つ
て
は
牧
師
で
あ
っ
た
が
現
在
で
は
東
洋
研
究
者
で
あ
り
、
公
的
な
教
会
と
は
手
を
切
り
つ
つ
も
、
自
ら
言
う
と
こ
ろ
で
は
正
統
派
の
弟
子
達
と
完
全
に
交
流
し
て
い
る
。
彼
ら
を
結
び
つ
け
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
彼
ら
が
定
義
を
拒
む
精スピ
リ
チ
ュ
エ
ル
神
的
な
態
度
で
あ
り
、
こ
の
態
度
の
ゆ
え
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
学
派
に
関
心
を
抱
い
た
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
ら
は
き
わ
め
て
多
様
な
解
決
を
褒
め
そ
や
し
も
す
る
の
だ
が
、
こ
の
精
神
的
態
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
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げ
よ
う
と
う
ず
う
ず
し
て
い
る
若
い
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
言
語
道
断
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
も
し
現
代
の
宗
教
思
想
の
ほ
ぼ
全
体
が
多
か
れ
少
な
か
れ 
̶
 
戦
う
た
め
で
あ
る
に
せ
よ ̶
 
バ
ル
ト
主
義
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
福
音
教
会
に
お
け
る
青
年
運
動
の
中
で
最
良
の
も
の
も
そ
れ
に
賛
同
し
て
い
た
の
だ
と
し
て
も
、大
衆
は
そ
れ
ほ
ど
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
な
い
刷
新
を
好
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
〔
バ
ル
ト
主
義
の
〕
定
式
の
幾
つ
か
を
採
用
し
つ
つ
も
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
中
に
大
衆
が
そ
も
そ
も
直
接
見
出
す
こ
と
の
で
き
た
教
育
上
の
厳
し
さ
は
、
東
方
的
な
神
秘
の
約
束
へ
と
進
ん
で
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
西
洋
の
没
落
」
に
お
い
て
一
般
に
人
を
引
き
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
決
ま
り
文
句
の
一
つ
が
イ
ン
ド
か
ら
来
て
い
る
か
、
そ
の
文
句
が
支
持
者
を
得
る
よ
う
に
イ
ン
ド
由
来
を
主
張
す
る
か
す
れ
ば
十
分
で
あ
っ
た
の
だ
。
こ
こ
に
特
に
見
て
取
れ
る
し
る
し
は
、
ド
イ
ツ
が
こ
の
時
代
、
か
つ
て
も
今
も
一
種
の
代
償
的
な
心
理
状
態
へ
と
逃
避
し
よ
う
と
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
企
て
ら
れ
た
宗
教
的
な
適
応
は
、
明
確
に
定
義
さ
れ
な
い
イ
ン
ド
の
幾
つ
か
の
要
素 
̶
 
例
え
ば
未
知
の
も
の
を
前
に
し
た
畏
敬
や
、（
時
間
の
外
側
で
な
さ
れ
る
や
も
し
れ
ぬ
）
発
見
さ
れ
る
べ
き
真
理
に
つ
い
て
の
教
説 ̶
 
を
受
け
取
る
こ
と
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
教
説
の
役
割
は
、
今
現
在
の
意
図
を
制
限
し
、
神
と
さ
ら
に
は
宇
宙
の
予
見
不
可
能
な
秩
序
に
「
開
か
れ
て
あ
る
こ
と
」（offensein
）
と
い
う
一
種
の
待
機
を
、
信
者
に
根
本
的
な
態
度
と
し
て
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
態
度
は
、
神
は
常
に
生
け
る
過
去
の
中
で
語
る
と
す
る
弁
証
法
神
学
の
も
の
と
は
全
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
こ
う
し
た
態
度
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
き
わ
め
て
異
な
っ
た
形
を
取
っ
て
い
る
。
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
態
度
は
外
へ
向
け
て
表
れ
る
。
例
え
ば
、
待
い
も
の
は
何
も
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、〔
第
一
に
〕
自
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
た
だ
考
え
よ
う
と
す
る
だ
け
で
す
ぐ
さ
ま
棄
却
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
被
造
物
の
虚
無
で
あ
り
、〔
第
二
に
〕
キ
リ
ス
ト
の
共
同
体
の
外
に
い
る
ど
ん
な
存
在
も
分
か
ち
も
つ
原
罪
（
外
に
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
キ
リ
ス
ト
は
こ
う
し
た
存
在
に
も
不
可
欠
で
あ
る
）
で
あ
り
、最
後
に
哀
れ
な
戦
う
教
会 ̶
 
教
会
は
そ
の
「
苦
境 xxviii」、
本
質
的
な
苦
悩
に
よ
っ
て
、
体
系
化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
個
別
の
状
況
の
具
体
的
な
要
求
に
お
い
て
た
だ
受
け
取
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
神
の
言
葉
を
告
知
す
る
こ
と
以
外
の
ど
ん
な
仕
事
も
で
き
ず
、
ま
た
ど
ん
な
実
在
性
も
も
た
な
い ̶
 
で
あ
る
。
そ
し
て
、
秘
め
ら
れ
た
情
動
的
な
親
近
性
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
三
つ
ほ
ど
、
直
近
の
過
去
と
手
を
切
る
と
同
時
に
、
刷
新
の
仕
事
へ
の
完
全
な
る
献
身
へ
と
自
己
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
を
決
意
す
る
魂
に
と
っ
て
、
身
近
な
も
の
は
何
も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
バ
ル
ト
と
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ン
の
神
学
は
険
し
い
主
人
で
も
あ
る
。
些
か
の
分
有
も
認
め
な
い
の
だ
。
高
位
聖
職
者
に
対
す
る
そ
の
開
か
れ
た
戦
い
も
、
宗
教
的
な
も
の
も
含
め
一
切
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
に
対
す
る
、
断
固
と
し
た
、
そ
し
て
最
近
さ
ら
に
一
新
さ
れ
た
そ
の
放
棄
も
、
そ
し
て
右
派
及
び
左
派
と
の
何
ら
か
の
同
盟
も ３、
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
に
対
し
て
し
か
持
続
的
な
仕
方
で
行
動
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、こ
の
神
学
の
か
な
り
大
胆
な
知
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
一
方
で
多
く
の
人
々
を
落
胆
さ
せ
、
他
方
で
相
当
数
の
弟
子
た
ち
を
、
一
種
の
キ
エ
テ
ィ
ス
ム
へ
と
、
ま
た
は
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
と
も
実
践
に
お
け
る
一
種
の
受
動
性
へ
と
導
く
よ
う
な
、
解
釈
の
誤
り
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
作
り
上
３　
『
時
の
間
』（
一
九
三
一
）に
収
め
ら
れ
た
バ
ル
ト
の
二
つ
の
講
演「
福
音
教
会
の
苦
境
」
及
び
「
貧
し
き
ラ
ザ
ロ
」
を
参
照
せ
よ
。
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理
主
義
は
、
ど
ん
な
ロ
マ
ン
主
義
と
の
共
同
作
業
を
さ
え
許
さ
な
い
ほ
ど
に
あ
ま
り
に
厳
密
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
点
は
軽
は
ず
み
な
何
人
か
の
弟
子
が
見
せ
た
失
望
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
反
動
は
青
年
た
ち
に
、
自
分
た
ち
の
批
判
は
〔
フ
ッ
サ
ー
ル
の
哲
学
に
よ
っ
て
〕
基
礎
付
け
ら
れ
た
、
と
い
う
感
覚
を
少
な
く
と
も
提
供
す
る
こ
と
に
は
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
実
に
は
、
そ
れ
は
二
つ
の
解
決
へ
と
分
裂
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
方
は
、
ハ
ル
ナ
ッ
ク xxiv
派
の
譲
歩
が
気
の
抜
け
た
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
厳
密
な
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
回
帰
、
他
方
は
、
異
国
的
な
要
素
を
認
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
い
さ
さ
か
混
乱
し
た
様
態
で
戦
後
押
し
寄
せ
て
き
た
東
方
的
な
知
恵
す
べ
て
の
認
可 
― 
す
な
わ
ち
〔
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の
〕
弁
証
法
神
学
と
〔
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
〕
人
智
学
の
二
つ
で
あ
る
。
バ
ル
ト xxv
の
革
命
は
、
青
年
運
動
へ
と
一
体
化
さ
れ
る
に
は
、
行
動
面
で
は
あ
ま
り
に
豊
か
で
あ
り
、
学
説
面
で
は
あ
ま
り
に
独
創
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
青
年
運
動
に
明
白
に
対
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
バ
ル
ト
自
身
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
彼
の
革
命
は
青
年
運
動
の
解
体
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
青
年
運
動
の
遺
産
を
受
け
取
っ
て
も
い
る
の
だ
。
そ
の
遺
産
相
続
は
単
に
個
人
的
な
も
の
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
弁
証
法
神
学
の
大
半
を
熱
狂
的
に
選
び
取
っ
た
す
べ
て
の
若
き
牧
師
が
実
の
と
こ
ろ
青
年
運
動
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
遺
産
相
続
は
ま
た
、
十
分
仔
細
に
眺
め
る
な
ら
感
情
的
な
素
材
に
対
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
既
存
の
教
会
及
び
信
心
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
も
の
、
そ
の
一
切
の
直
接
的
継
承
で
あ
る
。
バ
ル
ト
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
知
性
主
義
の
拒
否
の
た
め
に
準
備
の
整
っ
た
場
所
を
見
出
し
た
の
だ
。
そ
の
拒
否
は
あ
ま
り
に
絶
対
的
な
も
の
だ
っ
た
た
め
に
、
歴
史
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
へ
意
味
を
与
え
る
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
も
、
そ
し
て
、「
解
釈
だ xxvi」
と
思
う
、
そ
う
し
た
単
な
る
思
い
な
し
だ
け
で
も
、
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ン xxviiに
よ
れ
ば
、
真
な
る
信
仰
と
相
容
れ
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
批
判
的
合
理
主
義
も
啓
蒙
主
義
の
哲
学
も
、
真
剣
に
攻
撃
さ
れ
る
必
要
は
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
新
た
な
も
の
、
根
本
的
な
悲
観
主
義
、
そ
し
て
人
間
が
免
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
罪
の
帝
国
の
こ
の
熱
狂
、
こ
れ
ら
は
自
然
や
過
去
に
戻
る
こ
と
で
再
生
で
き
る
可
能
性
を
常
に
素
朴
に
信
じ
て
い
た
〔
過
去
の
〕
青
年
運
動
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
縁
の
な
い
概
念
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
概
念
に
対
し
て
さ
え
青
年
運
動
が
う
ま
く
い
っ
た
本
質
的
な
要
因
は
、
最
初
期
の
少
々
無
邪
気
な
楽
天
主
義
が
、
少
な
く
と
も
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
は
緩
ん
だ
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
戦
線
に
戻
っ
て
さ
え
、
青
年
た
ち
は
己
の
「
使
命
」
を
ま
だ
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
真
正
な
る
良
き
意
志
の
み
を
、
そ
し
て
相
当
単
純
な
精スピリ
チ
ュ
エ
ル
神
的
衛
生
の
み
を
気
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
幻
滅
は
じ
き
に
や
っ
て
き
た
。
き
わ
め
て
優
れ
た
人
の
場
合
に
は
よ
り
早
く
。
彼
ら
は
き
わ
め
て
自
然
に
こ
れ
ま
で
と
反
対
の
見
解
へ
と
転
向
し
た
。
つ
ま
り
、
人
間
本
性
の
根
本
的
な
堕
落
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
世
に
神
の
国
を
打
ち
建
て
る
こ
と
な
ど
拒
否
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
唯
一
の
救
い
は
神
の
見
通
し
難
い
意
志
に
完
全
に
従
属
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。歴
史
の
こ
の
新
た
な
弁
証
法
は
、
安
堵
を
も
た
ら
す
ヘ
ー
ゲ
ル
主
義
の
和
解
と
は
無
縁
で
あ
り
、
我
の
措
定
と
汝
の
反
措
定
を
、
現
在
と
過
去
を
、
い
さ
さ
か
も
総
合
す
る
こ
と
な
く
対
立
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
を
過
去
に
容
赦
な
く
従
属
さ
せ
る
た
め
、
受
肉
し
た
〈
御
言
葉
〉
の
要
求
の
も
と
で
の
、「
私
」
の
無
化
の
た
め
な
の
で
あ
る
。
次
の
三
つ
を
主
張
す
る
こ
と
よ
り
以
上
に
、
青
年
の
感
傷
的
な
終
末
論
や
ロ
マ
ン
的
自
然
主
義
、
ま
た
共
同
体
へ
の
彼
ら
の
絶
対
的
信
仰
か
ら
遠
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
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で
も
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
定
め
た
半
分
離 xxiiiの
体
制
は
、
カ
ト
リ
シ
ス
ム
よ
り
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
を
確
か
に
揺
り
動
か
し
た
。
一
九
一
九
年
に
お
け
る
教
会
の
支
出
を
示
す
数
字 ̶
 
お
そ
ら
く
そ
こ
に
、
課
税
を
お
そ
れ
て
の
も
の
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
も ̶
 
は
、
こ
の
こ
と
を
示
す
の
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
混
乱
の
原
因
は
し
か
し
な
が
ら
も
っ
と
根
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
厳
格
な
教
義
と
精
神
的
確
実
さ
に
よ
っ
て
世
界
の
均
衡
を
保
と
う
と
す
る
生
真
面
目
な
敬
虔
派
に
と
っ
て
も
、
進
歩
と
現
代
文
化
の
友
た
る
自
足
し
た
リ
ベ
ラ
リ
ス
ム
に
と
っ
て
も
、
戦
争
は
そ
の
恥
辱
と
失
敗
と
に
よ
っ
て
大
い
な
る
破
綻
で
あ
っ
た
。
青
年
た
ち
が
希
望
な
き
未
来
へ
向
け
て
「
回
帰
す
る
道
」
を
歩
ん
だ
の
は
、
牧
師
に
対
す
る
苦
い
悔
恨
に
満
た
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
既
に
戦
争
の
前
か
ら
、
当
時
支
配
的
だ
っ
た
、
再
考
の
望
ま
れ
る
信
心
か
ら
自
ら
を
断
ち
切
る
べ
き
、
と
い
う
習
慣
を
抜
き
難
く
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
も
の
、
つ
ま
り
感
性
的
事
物
へ
の
愛
、
単
に
人
間
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
宇
宙
的
で
さ
え
あ
る
運
命
の
中
に
あ
る
共
同
体
の
感
覚
、
そ
し
て
時
間
に
つ
い
て
の
偉
大
な
師
で
あ
る
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
表
現
に
よ
れ
ば
、「
瞬
間
が
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
」
よ
う
な
歴
史
の
リ
ア
リ
ス
ム ̶
 
こ
れ
ら
三
つ
の
特
徴
に
よ
っ
て
青
年
た
ち
は
根
本
的
に
リ
ベ
ラ
リ
ス
ム
と
正
統
派
に
対
立
し
た
。
こ
れ
ら
二
つ
は
生
け
る
自
然
か
ら
ど
ち
ら
も
距
離
を
と
っ
て
い
た
し
、
ま
た
、
当
時
支
配
的
で
あ
っ
た
新
カ
ン
ト
派
の
個
人
主
義
的
で
観
念
論
的
な
学
説
に
と
っ
て
も
等
し
く
好
都
合
な
も
の
で
あ
っ
た
。
哲
学
に
お
い
て
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
執
拗
か
つ
忍
耐
強
い
導
き
の
も
と
、
大
き
な
反
動
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
確
か
に
、
青
年
た
ち
に
自
分
た
ち
の
信
仰
を
引
き
延
ば
す
た
め
の
理
由
は
与
え
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
師
の
合
容
を
規
定
し
、
反
省
す
る
よ
う
迫
っ
て
く
る
必
要
性
な
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
青
年
運
動
に
お
け
る
こ
う
し
た
不
安
げ
な
祖
国
愛
を
、
第
一
期
の
運
動
も
第
二
期
の
運
動
も
決
し
て
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
祖
国
愛
は
一
種
の
中
世
的
夢
想
の
内
に
、
ま
た
、
再
興
す
る
必
要
の
あ
る
、
か
つ
て
実
現
し
た
一
種
の
神
秘
的
帝
国
の
内
に
、
所
在
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
た
め
、
祖
国
愛
は
、
そ
れ
を
生
き
た
世
代
だ
け
で
な
く
、
今
日
浮
上
し
て
き
た
諸
々
の
世
代
に
も
、
無
視
し
が
た
い
刻
印
を
し
る
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
宗
教
運
動
同
種
の
混
乱
と
、
同
じ
く
率
直
な
刷
新
の
意
志
は
、
他
な
ら
ぬ
宗
教
の
領
域
の
内
に
も
見
出
さ
れ
る
。
戦
前
の
青
年
運
動
は
、
信
仰
の
問
題
に
ほ
と
ん
ど
配
慮
し
て
い
な
か
っ
た
。
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
概
し
て
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
信
仰
、
但
し
攻
撃
的
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
喧
騒
に
満
ち
た
、
表
面
上
異
教
的
な
信
仰
を
伴
っ
て
い
た
が
、
戦
前
の
青
年
運
動
に
お
け
る
そ
う
し
た
雰
囲
気
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ス
ム
の
伝
統
的
な
思
考
様
式
に
よ
っ
て
い
ま
だ
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
宗
教
的
復
興
の
仕
事
を
そ
の
様
式
の
中
で
学
ぶ
こ
と
は
、
さ
ら
に
ま
た
容
易
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
、〔
復
興
を
学
ぶ
〕
必
要
性
が
明
白
な
も
の
と
な
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
の
み
な
の
だ
。
中
道
派
の
宣
伝
家
が
注
意
を
促
し
た
よ
う
に
、
司
教
座
は
、
一
九
一
八
年
の
騒
乱
〔
ド
イ
ツ
革
命
〕
に
対
し
て
ド
イ
ツ
で
唯
一
抵
抗
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ル
タ
ー
の
座
が
損
な
わ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
は
ま
ず
、〔
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
い
て
は
〕
国
家
の
君
主
が
ほ
と
ん
ど
至
る
と
こ
ろ
で
同
時
に
教
会
の
長
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
プ
ロ
イ
セ
ン
の
王
は
大
公
で
あ
り
、
ま
た
古
き
祭
式
の
牧
師
に
と
っ
て
は
地
上
に
お
け
る
神
の
代
理
人
六
― 97 ―
み
（
つ
ま
り
ド
イ
ツ
の
神
に
対
し
て
）
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
自
由
ド
イ
ツ
青
年
団
の
中
枢
で
繰
り
返
し
（
特
に
一
九
一
八
年
に
O
・
グ
レ
フ xviに
よ
っ
て
）
主
張
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
唯
一
可
能
な
信
仰
と
は
「
我
々
の
人
種
を
信
じ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
空
想
事
は
す
べ
て
速
や
か
に
消
え
去
り
、
一
九
二
三
年
に
は
な
お
幾
ら
か
の
痕
跡
を
残
し
て
い
た
も
の
の ２、
今
日
で
は
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
と
彼
の
タ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
同
盟 xvii以
外
に
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
団
体
は
、「
ゲ
ル
マ
ン
的
天
才
性
の
ユ
ダ
ヤ
的
な
見
せ
か
け
」
で
あ
る
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
を
一
薙
ぎ
で
退
け
て
い
る
。
ド
イ
ツ
的
な
キ
リ
ス
ト
教
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
よ
り
真
摯
で
持
続
的
な
も
の
だ
っ
た
。
あ
る
者
た
ち
は
ル
タ
ー
を
賛
美
し
な
が
ら
、
当
時
の
雰
囲
気
と
道
徳
的
要
求
に
合
致
し
た
悲
観
的
な
彼
の
神
学
の
内
に
、
グ
リ
ム
に
よ
っ
て
取
り
集
め
ら
れ
た
伝
説
の
英
雄
主
義
と
運
命
論
の
残
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
た
。
例
え
ば
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー
は
、
一
九
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ド
イ
ツ
の
神
』
と
い
う
大
衆
か
ら
集
め
た
逸
話
集
の
内
に
、
そ
う
し
た
残
響
を
見
出
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
詩
人
の
見
方
で
あ
る
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
者
は
よ
り
首
尾
一
貫
し
て
お
り
、
宗
教
改
革
を
そ
の
パ
ウ
ロ
的
発
想
の
ゆ
え
に
退
け
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
と
神
秘
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
ゲ
ル
マ
ン
化
し
た
〔
神
聖
ロ
ー
マ
〕
帝
国
、
及
び
中
世
と
直
接
結
び
つ
い
た
の
だ
。
そ
の
際
召
喚
さ
れ
る
名
前
は
、
ヘ
ー
リ
ア
ン
ト
、
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト xviiiで
あ
る
。
そ
こ
に
は
あ
る
歴
史
の
総
体
が
、
連
続
的
な
一
本
の
線
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
線
に
沿
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
２　
青
年
民
族
同
士
団
の
中
で
は
、
青
年
ド
イ
ツ
騎
士
団
に
は
今
日
な
お
加
入
者
が
存
在
し
て
い
る
。
x
ix
の
内
化
、
民
族
化
が
進
行
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
ル
タ
ー
は
、
信
仰
に
よ
る
正
当
化
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
－
ギ
リ
シ
ア
的
な
彼
の
教
義
に
よ
っ
て
、
こ
の
線
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
論
証
は
細
部
で
は
ま
だ
脆
く
、
例
え
ば
、『
人
間
の
慰
藉
の
書
』
の
中
に
、
自
己
を
否
定
し
、
隠
れ
た
る
意
志
に
参
入
す
る
こ
と
で
苦
痛
を
受
け
入
れ
る
、
と
い
う
勇
気
あ
る
ペ
シ
ミ
ス
ム
を
ど
う
に
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
か
に
す
れ
ば
こ
の
系
譜
を
十
字
架
の 
ヨ
ハ
ネ xx
や
、
さ
ら
に
進
ん
で
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
リ
ュ
ル xxi
に
ま
で
延
長
し
な
い
で
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
〔
ド
イ
ツ
的
な
も
の
へ
の
〕
併
合
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
運
動
が
そ
の
重
要
な
時
を
迎
え
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
宗
教
書
の
大
き
な
出
版
社
、
イ
エ
ナ
に
あ
る
デ
ィ
ー
デ
リ
ヒ
ス xxiiが
、
ル
タ
ー
を
取
り
扱
わ
な
い
「
ド
イ
ツ
的
敬
虔
」
と
い
う
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
出
し
て
い
る
の
を
、
人
は
果
た
し
て
見
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
教
改
革
に
回
帰
す
る
こ
と
、
中
世
に
回
帰
す
る
こ
と
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
宗
教
的
モ
チ
ー
フ
は
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ム
に
内
容
を
与
え
よ
う
と
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
基
礎
づ
け
の
目
標
た
る
新
た
な
文
化
に
系
譜
と
土
台
を
与
え
よ
う
と
す
る
た
め
の
、
き
っ
か
け
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
こ
そ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
は
今
日
な
お
関
心
を
持
た
れ
続
け
て
い
る
の
だ
し
、
ま
た
、
現
行
の
幾
つ
か
の
運
動
へ
と
引
き
継
が
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
は
、
そ
こ
に
政
治
的
な
も
の
を
見
、
ま
た
、
他
の
文
化
へ
の
消
極
的
対
立
程
度
の
も
の
さ
え
見
て
取
っ
た
と
し
て
も
、
不
正
確
で
あ
る
。
価
値
判
断
は
こ
う
し
た
識
別
と
お
そ
ら
く
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
〔
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
に
お
い
て
〕
追
求
さ
れ
て
い
る
目
的
は
と
い
え
ば
、
自
ら
の
本
質
、
積
極
的
内
容
の
主
張
で
あ
り
、
新
た
な
も
の
は
と
い
え
ば
、
こ
の
内
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
五
― 98 ―
い
に
せ
よ
、
根
本
的
な
縦
割
り
の
分
割
と
い
っ
た
も
の
が
、
戦
争
前
の
運
動
に
存
在
し
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
分
割
も
青
年
運
動
と
い
う
概
念
に
は
無
関
係
な
ま
ま
に
留
ま
っ
て
い
た
。〔
逆
に
〕
戦
後
の
こ
の
第
三
期
は
、
若
者
を
ば
ら
ば
ら
の
運
動
へ
と
配
分
す
る
こ
と
に
そ
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
際
、
文
化
、
教
会
、
社
会
と
い
う
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
三
つ
の
実
在
性
の
一
つ
一
つ
に
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
領
域
は
侵
食
し
合
っ
て
い
た
も
の
の
、
お
互
い
に
相
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
解
決
策
を
明
ら
か
に
押
し
出
し
て
い
た
。
だ
が
、
三
つ
の
領
域
は
、
争
い
合
う
と
い
う
よ
り
も
、
多
く
の
場
合
、
無
視
し
合
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
領
域
を
分
析
す
る
目
標
は
こ
れ
以
降
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
と
な
る
。
新
し
い
世
代
の
飛
躍
で
あ
る
青
年
期
は
、
源
泉
で
も
目
的
で
も
あ
る
よ
う
な
原
初
的
な
事レア
リ
テ実
で
は
も
は
や
な
く
な
り
、
予
め
決
め
ら
れ
た
問
題
に
適
用
さ
れ
る
手
段
で
し
か
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
出
来
合
い
の
文
句
の
間
で
単
に
選
ぶ
だ
け
の
危
険
を
冒
す
こ
と
に
な
り
、
戦
争
前
の
仕
事
が
全
体
と
し
て
そ
れ
ら
の
文
句
に
独
創
的
な
印
を
押
し
て
く
れ
て
い
た
ら
な
お
結
構
、
と
い
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
国ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
粋
主
義
的
運
動
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
か
ら
す
る
と
、
実
情
は
こ
と
さ
ら
強
烈
な
も
の
だ
っ
た
。
表
面
上
は
な
お
の
こ
と
そ
う
見
え
た
。
ゲ
ル
マ
ン
民
族
性
を
復
活
さ
せ
、
そ
れ
を
東
洋
文
化
や
ギ
リ
シ
ア
－
ラ
テ
ン
文
化
と
対
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
努
力
は
、
戦
前
、
青
年
運
動
の
外
に
い
た
人
た
ち
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
例
え
ば
一
九
一
一
年
に
は
既
に
、
A
・
ボ
ー
ヌ
ス
の
著
作
『
キ
リ
ス
ト
教
の
ゲ
ル
マ
ン
化
に
向
け
て
』（
イ
エ
ナ
） xii
が
あ
り
、そ
こ
で
は
ユ
ダ
ヤ
的
な
パ
ウ
ロ
神
学
を
一
掃
し
、
キ
リ
ス
ト
を
ゲ
ル
マ
ン
化
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
お
け
る
青
年
の
環
境
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
理
論
の
流
行
は
明
ら
か
に
、
外
的
な
状
況
に
拠
っ
て
い
る
。
敗
戦
の
落
胆
に
対
し
て
、
さ
ら
な
る
徹
底
的
な
瓦
解
の
脅
威
に
対
し
て
、
あ
る
人
々
は
人
種
固
有
の
運
命
へ
の
信
を
対
置
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
こ
う
し
た
落
胆
や
脅
威
に
向
か
っ
て
彼
ら
は
、
カ
ン
ト
と
ル
タ
ー
は
戦
い
に
負
け
た
の
だ
、
と
繰
り
返
し
語
っ
た
。
彼
ら
は
ロ
ー
マ
〔
・
カ
ト
リ
ッ
ク
〕
へ
と
身
を
向
け
て
従
う
ど
こ
ろ
か
、
過
去
の
内
に
さ
ら
に
遡
る
こ
と
で
自
ら
を
救
お
う
と
思
っ
た
の
だ
。
実
際
、
そ
の
遡
行
に
は
あ
ら
ゆ
る
度
合
い
が
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
あ
る
人
々
は
端
的
に
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
弱
者
の
宗
教
を
退
け
、
ヴ
ォ
ー
タ
ン
や
イ
ル
ミ
ン
へ
と
回
帰
す
る
こ
と
を
語
っ
た
。
ま
た
他
の
人
々
は
さ
ら
に
、エ
ッ
ダ
と
い
う
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
古
き
源
泉
へ
と
、ユ
ッ
グ
ド
ラ
シ
ル xiii
の
コ
ス
モ
ス
へ
と
遡
っ
た
。
イ
ル
ミ
ン
の
ア
ー
チ
の
上
で
分
離
が
な
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
善
と
悪
の
分
離
で
は
な
く
、
臆
病
者
と
英
雄
の
分
離
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
古
き
伝
説
の
中
で
彼
ら
が
進
ん
で
再
発
見
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
、
根
本
的
な
三
つ
組
の
考
え
、
す
な
わ
ち
、
運
命
、
光
の
た
め
の
宇
宙
的
規
模
の
闘
い
、
自
己
を
目
的
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
英
雄
主
義
で
あ
る
。
詩
人
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー xiv
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
個
人
を
救
う
た
め
に
神
と
世
界
を
揺
り
動
か
す
の
に
対
し
、
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ム
に
お
い
て
は
、
個
人
こ
そ
が
闘
い
、
巨
人
た
ち
と
神
の
間
の
宇
宙
的
規
模
の
戦
い
の
内
に
入
り
込
む
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
シ
ェ
イ
フ
ァ
ー
は
そ
れ
ほ
ど
先
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、
例
え
ば
「
捕
捉
サ
ー
ク
ル xv
」
は
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
と
ゲ
ル
マ
ン
的
本
質
の
間
の
縮
減
不
可
能
な
対
立
を
主
張
し
て
い
た
。「
我
々
が
身
を
委
ね
よ
う
と
す
る
の
は
、
た
だ
永
遠
に
創
造
的
な
神
の
力
能
に
対
し
て
の
四
― 99 ―
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
観
念
が
、
危
機
と
共
に
ド
イ
ツ
人
の
意
識
の
う
ち
に
現
れ
た
。
こ
の
観
念
は
の
ち
に
様
々
な
仕
方
で
引
き
移
さ
れ
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
人
の
意
識
を
も
は
や
離
れ
る
べ
く
も
な
く
な
っ
た
。
危
機
と
こ
う
し
た
観
念
の
一
時
的
な
占
有
は
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
精スピリ
チ
ュ
エ
ル
神
的
紐
帯
を
愛
す
る
よ
う
仕
向
け
、
他
方
で
、
苦
難
を
被
る
こ
と
で
、
様
々
な
階
級
間
の
共
生
は
、
連
帯 ̶
 
そ
れ
は
勿
論
、
一
国
家
内
に
制
限
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が ̶
 
の
意
味
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
の
青
年
の
中
で
最
良
の
歴
史
家
の
一
人
で
あ
り
、
排
外
主
義
に
ほ
と
ん
ど
疑
念
を
抱
き
も
し
な
い
オ
ッ
ト
ー
・
ピ
パ
ー
教
授
は
最
近
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
「
戦
争
は
、
我
々
に
ド
イ
ツ
を
知
り
、
ド
イ
ツ
を
愛
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。」
こ
こ
に
あ
る
の
は
必
ず
し
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ム
で
は
な
く
、
危
機
に
陥
る
前
の
彼
ら
の
判
断
よ
り
は
る
か
に
制
限
さ
れ
た
課
題
が
幅
を
き
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
単
な
る
発
見
で
あ
る
。
そ
の
課
題
と
は
、
新
た
な
人
間
性
を
も
は
や
基
礎
付
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
日
々
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
崩
壊
の
予
兆
を
前
に
、
自
分
た
ち
の
国
を
救
い
、
建
て
直
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
終
戦
直
後
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
課
題
は
さ
ら
に
よ
り
大
き
く
な
っ
た
の
だ
。
ど
ん
な
堅
固
な
要
素
も
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
一
九
一
九
年
の
混
沌
の
広
が
り
に
お
い
て
は
、
重
要
な
の
は
守
る
こ
と
で
も
改
め
る
こ
と
で
も
な
く
、
新
た
な
も
の
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
後
最
初
の
数
年
は
第
三
次
の
青
年
運
動
に
と
っ
て
、
大
き
な
試
練
の
時
期
で
あ
っ
た
。
運
動
が
仕
事
に
と
り
か
か
り
、己
の
実
質
か
ら
文
化
〔
教
養
〕
を
引
き
出
す
べ
き
と
き
。
し
か
し
現
実
を
血
肉
に
す
る
こ
と
は
、
そ
の
最
初
の
帰
結
と
し
て
、
運
動
の
統
一
性
を
破
壊
す
る
こ
と
を
も
た
ら
し
た
。
上
下
に
で
は
な
一
の
肯
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
気
楽
な
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
は
街
に
背
を
向
け
る
だ
け
で
事
足
れ
り
と
し
て
い
た
が
、
自
由
ド
イ
ツ
の
人
々
と
そ
の
同
胞
た
ち
は
「
文
化
〔
教
養
〕」
に
則
っ
た
判
断
に
身
を
任
せ
つ
つ
も
、
そ
の
文
化
を
厳
し
く
退
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
否
定
的
な
側
面
こ
そ
が
と
り
わ
け
、
彼
ら
の
運
動
を
特
徴
付
け
、
ま
た
そ
れ
に
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
重
要
性
を
付
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
後
で
は
引
き
返
す
こ
と
は
不
可
能
と
な
り
、「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
主
義
」
は
若
者
に
と
っ
て
も
、
さ
ら
に
は
こ
の
世
代
に
と
っ
て
も
、
容
赦
な
く
糾
弾
さ
れ
た １。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
時
代
が
そ
れ
以
降
進
む
こ
と
に
な
っ
た
方
向
に
つ
い
て
言
え
ば
、
次
の
二
点
が
重
要
で
あ
る
。
ま
ず
一
九
一
三
年
、
グ
リ
ム
童
話
の
風
景
広
が
る
カ
ッ
セ
ル
近
く
の
小
火
山
ホ
ー
エ
ン
・
マ
イ
ス
ナ
ー
に
、
自
由
ド
イ
ツ
の
人
々
が
ド
イ
ツ
青
年
を
招
集
し
、青
年
の
信
仰
を
定
め
よ
う
と
し
た
が
、
こ
の
一
大
集
会 xiに
お
い
て
、
明
確
に
平
和
主
義
的
な
傾
向
が
表
面
化
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
一
九
一
四
年
に
自
由
ド
イ
ツ
か
ら
皇
帝
へ
向
け
て
平
和
を
祈
念
し
た
電
文
が
送
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
争
は
大
勢
を
変
え
な
か
っ
た ̶
 
地
平
が
世
界
か
ら
国
へ
と
縮
小
し
た
こ
と
を
除
い
て
は
。
戦
前
の
青
年
運
動
は
、
愛
国
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
た
ま
た
ま
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
あ
ま
り
に
確
固
と
し
た
権
力
に
か
か
ず
り
あ
う
必
要
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
力
を
自
惚
れ
て
主
張
す
る
こ
と
自
体
が
運
動
の
繊
細
な
感
情
を
妨
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
一
九
一
五
年
に
し
て
既
に
、
実
存
が
１　
 
問
題
は
こ
こ
で
は
、
調
和
を
乱
す
こ
と
で
も
、
文
化
的
な
対
立
を
政
治
に
持
ち
込
む
こ
と
で
も
な
い
。
多
く
の
若
者
に
と
っ
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
〔
二
世
〕
の
気
取
っ
た
姿
や
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
流
儀
の
徹
底
的
な
欠
如
は
耐
え
難
い
も
の
だ
っ
た
。
理
想
的
な
ド
イ
ツ
皇
帝
、
大
公
へ
の
忠
誠
が
無
傷
な
ま
ま
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
レ
ッ
ク
ス
の
態
度
は
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
三
― 100 ―
る
の
で
す
。」
ヴ
ル
ヒ
ェ
は
神
学
部
の
学
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
一
般
に
た
だ
伏
在
し
て
い
る
に
留
ま
る
宗
教
的
な
色
合
い
が
、
よ
り
は
っ
き
り
と
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
で
は
、
自
然
の
不
可
視
の
神
は
そ
れ
と
名
指
さ
れ
な
い
。〔
戦
線
と
い
う
〕
場
所
に
お
い
て
共
生
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
ヴ
ル
ヒ
ェ
は
そ
こ
で
己
の
使
命
を
果
た
す
。
た
だ
の
一
兵
卒
と
し
て
、
彼
は
自
分
の
グ
ル
ー
プ
に
信
頼
さ
れ
、
ま
た
グ
ル
ー
プ
の
道
徳
的
指
導
を
お
こ
な
っ
た
。
中
尉
と
し
て
は
、
各
人
と
共
に
生
き
、
一
団
の
希
望
を
叶
え
、
教
育
さ
え
無
用
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
真
の
精
神
的 viリ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
現
在
の
義
務
を
こ
の
よ
う
に
絶
対
的
に
信
じ
つ
つ
も
、
彼
は
青
年
期
の
希
望
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
内
な
る
生
に
対
す
る
あ
り
方
自
体
に
よ
っ
て
、
忘
れ
な
い
の
で
あ
る
。
事
物
や
人
間
に
対
す
る
態
度
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
あ
り
方
に
お
い
て
は
る
か
に
、
彼
は
フ
レ
ッ
ク
ス
の
一
暼
で
見
通
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
彼
の
歩
み
は
し
な
や
か
な
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、
己
に
安
ら
い
、
ま
た
頓
着
し
な
い
活
気
に
満
ち
て
い
た
。
そ
の
歩
み
は
行
進
に
も
な
る
が
、
驕
り
高
ぶ
っ
た
行
進
に
陥
る
危
機
の
と
き
で
も
、
平
静
で
誇
り
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
時
宜
を
得
れ
ば
、
こ
の
人
間
の
歩
み
は
遊
び
で
も
あ
り
え
た
し
、
戦
い
で
も
、
ま
た
典
礼
で
も
あ
り
え
た
。
そ
れ
は
祈
り
で
も
喜
び
で
も
あ
っ
た
。」
こ
の
内
面
の
つ
な
が
り
が
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
う
ち
最
良
の
も
の
が
向
か
う
理
想
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
絶
え
ざ
る
自
己
抑
制
で
あ
る
。「
人
間
と
は
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
〔
事
物
〕
で
あ
る
。」「
冷
静
さ
が
彼
の
好
ん
だ
言
葉
だ
っ
た
。
彼
は
そ
の
語
の
内
に
人
間
的
尊
厳
の
本
質
を
見
て
取
っ
て
い
た
。
明
晰
で
落
ち
着
い
た
安
心
感
が
、
彼
と
い
う
存
在
の
上
に
注
ぐ
光
の
よ
う
に
常
に
安
楽
っ
て
い
た
」̶
 
簡
明
さ
。
ヴ
ル
ヒ
ェ
は
大
そ
れ
た
言
葉
を
、
目
立
つ
色
を
嫌
悪
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
語
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
「
純
粋
で
あ
る
こ
と vii
」、
生
の
最
も
困
難
な
こ
の
技
法
は
、
自
己
満
足
の
た
め
で
も
、
道
徳
的
な
耽
美
主
義
の
た
め
で
も
な
く
、
こ
れ
が
重
要
な
の
だ
が
、
よ
り
よ
く
仕
え
る
た
め
な
の
で
あ
る
…
。
進
ん
で
仕
え
る
よ
う
と
す
る
こ
と
…
。
心
構
え viii、
こ
れ
が
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
体
系
を
支
え
る
穹
窿
の
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
て
教
師
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ヴ
ル
ヒ
ェ
や
フ
レ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
は
、
態
度
の
獲
得
、
解
放
闘
争
は
、
最
初
の
仕
事
と
し
て
果
た
せ
ば
そ
れ
で
十
分
で
あ
り
、
後
に
来
る
困
難
を
覆
い
隠
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
大
衆
は
努
力
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
目
的
を
要
求
し
、
理
論
を
必
要
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
一
九
一
〇
年
に
し
て
既
に
、
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
素
朴
で
溌
剌
と
し
た
形
式
は
次
の
次
元
に
移
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
世
界
観 ix
の
こ
の
国
で
は
、
理
論
は
遅
れ
る
こ
と
な
く
作
動
し
た
。
幾
つ
か
の
組
織
が
綱
領
も
含
め
て
作
ら
れ
、
そ
の
中
で
最
も
有
名
な
も
の
が
、
グ
ス
タ
フ
・
ヴ
ィ
ネ
ケ
ン x
の
自
由
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
そ
し
て
い
さ
さ
か
混
乱
し
た
時
期
に
あ
っ
て
、
今
で
は
歴
史
的
関
心
し
か
ほ
と
ん
ど
惹
か
な
い
よ
う
な
一
つ
の
哲
学
が
丸
ご
と
打
ち
立
て
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
人
は
特
に
エ
ロ
ス
に
つ
い
て
、
つ
ま
り
コ
ス
モ
ス
の
諸
部
分
を
動
か
す
ギ
リ
シ
ア
的
な
生
命
力
に
つ
い
て
語
り
、
人
間
的
な
も
の
に
関
し
て
言
え
ば
、
ニ
ー
チ
ェ
が
偉
大
な
師
で
あ
っ
た
。
ヴ
ル
ヒ
ェ
で
さ
え
、
新
約
聖
書
や
ゲ
ー
テ
の
文
庫
本
と
共
に
、
背
囊
に
『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』
を
入
れ
て
い
た
。
相
当
数
の
異
教
徒
的
な
考
え
や
た
わ
い
な
い
ロ
マ
ン
主
義
的
な
象
徴
、
た
だ
そ
れ
ら
だ
け
が
既
存
の
文
明
へ
の
心
痛
む
批
判
の
後
で
据
え
ら
れ
る
べ
き
唯
二
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ン
の
〕
ク
ア
フ
ュ
ル
ス
テ
ン
デ
ム
通
り
は
な
お
と
ど
め
て
い
る ̶
 
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
生
徒
を
大
人
の
侮
蔑
的
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
あ
る
罪
人
と
し
て
扱
う
、
拙
速
で
喜
び
を
欠
い
た
教
育
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
文
化
の
思
い
上
が
り
に
浸
さ
れ
た
こ
う
し
た
悲
し
み
全
体
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
彼
ら
渡
り
鳥
た
ち
は
ま
ず
シ
ュ
プ
レ
ー
ヴ
ァ
ル
ト
へ
、
や
が
て
ド
イ
ツ
全
土
、
す
な
わ
ち
マ
イ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
＝
ジ
ュ
ラ
山
脈
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
。
こ
の
出
立
は
、
リ
ー
ダ
ー
も
目
的
も
不
在
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
旅
の
詳
細
な
計
画
も
な
け
れ
ば
到
着
も
制
限
も
な
い
、
単
な
る
散
歩
以
上
の
何
か
で
あ
る
、
翻
訳
し
難
い
「
ワ
ン
デ
ル
ン
」
の
た
め
に
な
さ
れ
た
。
彼
ら
の
一
人
が
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
一
度
、
ド
ナ
ウ
川
を
辿
り
な
が
ら
、
反
目
し
合
う
こ
と
も
な
く
黒
海
ま
で
至
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
明
確
な
綱
領
で
は
な
く
、
む
し
ろ
情
動
的
な
つ
な
が
り
を
。
す
な
わ
ち
自
然
へ
の
愛
、
共
同
体
の
感
覚
、
漠
然
と
し
た
メ
シ
ア
ニ
ス
ム ̶
 
こ
れ
ら
三
つ
が
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
戦
争
に
至
る
ま
で
な
お
保
持
さ
れ
て
い
た
。
戦
時
中
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
若
者
の
関
心
を
も
は
や
そ
れ
ほ
ど
惹
か
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
小
著
で
は
あ
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
の
戦
い
に
つ
い
て
の
お
そ
ら
く
は
最
良
の
書
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
フ
レ
ッ
ク
ス
の
『
二
つ
の
世
界
の
間
の
ワ
ン
デ
ラ
ー
』 v
が
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
確
か
な
証
言
を
し
て
い
る
。
一
人
の
死
者
フ
レ
ッ
ク
ス
中
尉
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
、
も
う
一
人
の
死
者
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヴ
ル
ヒ
ェ
中
尉
の
物
語
で
あ
り
、
二
人
と
も
ロ
シ
ア
の
前
線
で
二
年
の
間
を
置
い
て
倒
れ
た
。
過
酷
な
戦
闘
に
先
立
つ
第
一
部
は
、ロ
シ
ア
の
鉄
条
網
を
背
に
し
つ
つ
も
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ヴ
ォ
の
松
並
木
の
間
を
行
く
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
の
喜
び
へ
の
讃
歌
と
な
っ
て
い
る
。
野
生
の
雁
た
ち
が
空
に
灰
色
の
三
角
形
を
描
く
中
、
何
人
か
の
兵
士
は
前
線
を
離
れ
て
士
官
学
校
へ
向
か
い
、
秋
晴
れ
の
下
、
自
由
に
歩
く
喜
び
を
見
出
す
。「
ヴ
ル
ヒ
ェ
、
君
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
〔
渡
り
鳥
〕
か
い
。」
フ
レ
ッ
ク
ス
は
隣
を
歩
き
な
が
ら
こ
う
尋
ね
た
。「
こ
こ
に
い
て
私
は
彼
の
心
を
も
っ
と
も
惹
く
生
の
事
柄
に
触
れ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
未
来
の
栄
光
全
体
と
救
済
は
、
彼
に
は
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
か
ら
来
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
の
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
明
る
く
純
粋
な
希
望
を
体
現
す
る
彼
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
私
に
は
彼
が
正
し
い
よ
う
に
思
え
た
。」
彼
は
事
物
を
前
に
し
て
希
望
を
体
現
し
て
い
た
の
だ
。「
駐
屯
地
で
送
る
退
屈
な
生
活
の
最
中
、
私
た
ち
は
日
曜
日
朝
に
集
ま
り
、
河
や
山
、
森
、
雲
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
の
だ
っ
た
。」
ア
ウ
グ
ス
ト
ヴ
ォ
の
白
く
輝
く
湖
の
近
く
で
休
み
な
が
ら
、
彼
ら
は
フ
レ
ッ
ク
ス
の
誕
生
日
を
祝
っ
た
。
歌
や
ワ
イ
ン
と
共
に
で
は
な
く
、「
彼
の
や
り
か
た
で
、
つ
ま
り
太
陽
と
森
と
共
に
、
そ
し
て
蘇
っ
て
は
息
を
引
き
取
ろ
う
と
す
る
太
古
の
言
葉
の
、
永
遠
の
響
き
と
共
に
。
武
器
も
雲
も
な
い
こ
の
六
月
六
日
と
い
う
一
日
は
、
彼
の
心
か
ら
私
の
心
へ
届
け
ら
れ
た
真
の
贈
り
物
で
あ
っ
た
。」
薄
明
の
中
、
昇
り
ゆ
く
太
陽
に
照
ら
さ
れ
た
若
き
神
々
の
よ
う
に
裸
の
ま
ま
、
彼
ら
は
冷
水
に
揃
っ
て
身
を
浸
し
、
松
の
赤
い
幹
の
間
で
蒼
蝿
が
遊
び
ま
わ
る
の
を
目
に
し
た
。
夕
方
、
一
匹
の
鳶
が
彼
ら
の
上
空
を
旋
回
す
る
頃
に
な
る
と
、
ヴ
ル
ヒ
ェ
は
起
き
上
が
り
、
痩
身
で
混
じ
り
気
の
な
い
ま
ま
、
指
の
間
で
夕
焼
け
を
捉
え
て
、
ダ
ビ
デ
の
詩
篇
を
唱
え
た
。「
主
よ
、
我
が
神
よ
、
汝
は
素
晴
ら
し
く
偉
大
で
、
美
し
く
、
麗
々
し
い
装
い
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
光
を
身
に
ま
と
い
な
が
ら
、
空
を
テ
ン
ト
の
ご
と
く
広
げ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
…
主
は
ご
自
身
の
仕
事
を
楽
し
み
、
地
を
眺
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
…
私
は
人
生
の
続
く
限
り
、〈
永
遠
〉
を
歌
う
こ
と
に
し
ま
す
。
…
私
は
主
に
あ
っ
て
喜
び
を
感
じ
一
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ジ
ャ
ン
・
カ
ヴ
ァ
イ
エ
ス
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
青
年
運
動
」（
翻
訳
と
解
題
）
中
村
大
介
【
翻
訳
】
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
こ
の
夏
、
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
演
説
を
お
こ
な
っ
た
際
、次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
青
年
運
動
は
真
の
道
徳
革
命
で
あ
っ
た
し
、
我
々
の
慣
習
を
外
か
ら
も
内
か
ら
も
転
覆
し
た
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
相
貌
を
変
え
た
主
要
な
力
の
一
つ
で
あ
っ
た
。」
そ
の
歴
史
は
今
日
閉
ざ
さ
れ
、
そ
の
目
的
は
果
た
さ
れ
た
。
し
か
し
一
般
的
な
浸
透
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
は
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
運
動
に
加
わ
っ
て
い
た
、
今
で
は
大
人
と
な
っ
た
世
代
全
体
へ
の
浸
透
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
運
動
な
く
し
て
は
理
解
す
る
の
が
不
可
能
で
あ
る
よ
う
な
、
宗
教
的
ま
た
は
政
治
的
な
幾
つ
か
の
潮
流
の
独
自
の
歩
み
に
対
す
る
浸
透
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
若
者
が
見
か
け
上
ひ
ど
く
対
立
し
合
っ
て
い
る
と
し
て
も
、そ
の
下
に
は
こ
う
し
た
自
明
な
出
発
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
も
こ
の
こ
と
に
注
意
を
向
け
よ
う
と
す
る
人
は
い
な
い
。
だ
が
、
過
激
な
色
彩
を
備
え
た
諸
々
の
大
き
な
運
動 ̶
 
そ
の
色
彩
の
心
理
学
は
、
安
直
に
過
ぎ
る
絵
模
様
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い ̶
 
を
、
そ
れ
ら
の
適
切
な
場
所
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
出
発
点
を
認
識
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
起
源 ̶
 
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
と
自
由
ド
イ
ツ
青
年
運
動 i
に
つ
い
て
の
歴
史
家
は
総
じ
て
、
運
動
の
展
開
に
三
つ
の
相
を
大
き
く
区
別
す
る
。
そ
の
展
開
は
今
世
紀
初
頭
の
ほ
ぼ
全
体
に
亙
り
、
最
初
の
二
つ
の
相
に
つ
い
て
言
え
ば
、
実
の
と
こ
ろ
そ
れ
ら
は
戦
争
〔
第
一
次
世
界
大
戦
〕
の
終
わ
る
頃
ま
で
相
互
に
重
な
り
合
っ
て
い
た
。
第
一
の
相
が
よ
り
素
朴
な
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル ii
で
あ
り
、
批
判
的
で
理
論
的
な
諸
運
動
が
こ
れ
に
続
き
、
最
後
に
戦
後
の
相
が
来
る
。
第
三
の
相
は
、
青
年
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
旧
来
の
組
織
が
大
部
分
消
滅
す
る
一
九
二
五
年
も
し
く
は
一
九
二
六
年
頃
ま
で
続
い
た
。
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
、
す
な
わ
ち
渡
り
鳥
の
形
式
は
最
も
溌
剌
と
し
て
、
明
確
な
綱
領
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
も
粘
り
強
い
生
を
保
ち
、
他
の
形
式
に
よ
っ
て
副
次
的
な
水
準
へ
と
後
に
格
下
げ
さ
れ
た
も
の
の
、
近
年
ま
で
存
続
し
て
い
た
。
今
日
で
も
雑
誌
の
内
に
、
白
馬
ホ
テ
ル
の
チ
ロ
ル
風
の
装
飾
と
フ
ラ
ン
ツ
・
ヨ
ー
ゼ
フ
一
世
の
横
顔
像
の
間
で
、
一
本
の
ギ
タ
ー
を
囲
ん
だ
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
が
鮮
や
か
な
色
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
初
期
の
、
真
の
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
を
特
徴
付
け
て
い
た
「
は
ず
み iii
」、
跳
躍
は
今
や
存
在
し
な
い
。
一
八
九
七
年
の
あ
る
朝
、
ベ
ル
リ
ン
法
学
部
の
学
生
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
シ
ュ
ト
レ
ー
リ
ッ
ツ iv
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
生
徒
何
人
か
と
共
に
、
近
隣
の
森
へ
と
出
発
し
た
。
そ
れ
は
、
高
校
の
生
徒
た
ち
の
脱
走
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
息
を
詰
ま
ら
せ
て
い
た
の
は
、
当
時
の
悪
趣
味
や
醜
悪
さ ̶
 
そ
の
不
幸
な
痕
跡
を
〔
ベ
ル
リ
